
 

 

 

 

 

令和５年７月２１日 

 

 

文化審議会の答申 

（重要無形文化財の指定及び保持者の認定等） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

文化審議会（会長 佐
さ

藤
とう

 信
まこと

）は、７月２１日（金）に開催された同審議会文化財分

科会の審議・議決を経て、別紙のとおり重要無形文化財の指定及び保持者の認定等につ

いて、文部科学大臣に答申しましたので、お知らせします。 

この結果、官報告示の後に、各個認定に係る重要無形文化財の指定件数は７１件、各

個認定の保持者数は１０９名となる予定です。 

詳しくは、別紙の資料「Ⅰ．答申内容」「Ⅱ．解説」「Ⅲ．参考」を御覧ください。 

＜担当＞文化庁文化財第一課 

課   長    齋藤 憲一郎（内線 9701） 

課長補佐    小西 倫子  （内線 9703） 

主任文化財調査官（芸能部門） 𠮷田 純子  （内線 9709） 

文化財調査官（工芸技術部門） 生田 ゆき  （内線 9721） 

審議会係長    杉本 翔    （内線 9722） 

電話：075-451-4111（代表） 
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Ⅰ．答申内容 

 

１．重要無形文化財の指定及び保持者の認定（各個認定） 

年齢は令和５年７月２１日現在 

重要無形文化財  保    持    者  

名 称 氏名（芸名・雅号） 生年月日（年齢） 住 所 

（芸能の部）    

能
のう

ワキ方
かた

 
寳
ほう

生
しょう

 欣
きん

哉
や

 

（宝
ほう

生
しょう

 欣
きん

哉
や

） 

昭和４２年５月２１日 

（満５６歳） 
東京都練馬区 

宮
みや

薗
ぞの

節
ぶし

三
し ゃ

味
み

線
せん

 
山
やま

田
だ

 和
かず

代
よ

 

（宮
みや

薗
ぞの

 千
せん

佳
か

寿
ず

弥
や

） 

昭和２６年２月４日 

（満７２歳） 
東京都文京区 

古
こ

典
てん

落
ら く

語
ご

 
若
わか

林
ばやし

 恒
つね

夫
お

 

（五
ご

街
かい

道
ど う

 雲
く も

助
すけ

） 

昭和２３年３月２日 

（満７５歳） 
東京都墨田区 

（工芸技術の部）    

首
し ゅ

里
り

の織
お り

物
もの

 祝
しゅく

嶺
みね

 恭
きょう

子
こ

 
昭和１２年２月２６日 

（満８６歳） 
沖縄県那覇市 

長
なが

板
いた

中
ちゅう

形
がた

 松
まつ

原
ばら

 伸
のぶ

生
お

 
昭和４０年６月１４日 

（満５８歳） 
千葉県君津市 

  

（別紙） 
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２．重要無形文化財の保持者の追加認定（各個認定） 

年齢は令和５年７月２１日現在 

重要無形文化財  保    持    者  

名 称 氏名（芸名・雅号） 生年月日（年齢） 住 所 

（芸能の部）    

能
のう

シテ方
かた

 金
こん

剛
ご う

 永
ひさ

謹
のり

 
昭和２６年６月２４日 

（満７２歳） 
京都府京都市 

狂
きょう

言
げん

 
茂
しげ

山
やま

 眞
しん

吾
ご

 

（茂
しげ

山
やま

 七五三
し め

） 

昭和２２年８月３０日 

（満７５歳） 
京都府京都市 

人
にん

形
ぎょう

浄
じょう

瑠
る

璃
り

文
ぶん

楽
ら く

 

人
にん

形
ぎょう

 

大
おお

西
にし

 彰
あきら

 

（吉
よ し

田
だ

 玉
たま

男
お

） 

昭和２８年１０月６日 

（満６９歳） 
大阪府八尾市 

歌
か

舞
ぶ

伎
き

脇
わき

役
や く

 
小
お

川
がわ

 進
しん

一
いち

 

（中
なか

村
むら

 歌
か

六
ろ く

） 

昭和２５年１０月１４日 

（満７２歳） 
東京都世田谷区 

琉
りゅう

球
きゅう

古
こ

典
てん

音
おん

楽
が く

 大
おお

湾
わん

 清
きよ

之
ゆき

 
昭和２１年１１月１９日 

（満７６歳） 
沖縄県那覇市 

（工芸技術の部）    

木
も く

工
こ う

芸
げい

 宮
みや

本
も と

 貞
てい

治
じ

 
昭和２８年１０月１７日 

（満６９歳） 
滋賀県大津市 

竹
ち く

工
こ う

芸
げい

 
藤
ふじ

塚
つか

 洋
ひろ

史
し

 

（藤
ふじ

塚
つか

 松
しょう

星
せい

） 

昭和２４年５月２２日 

（満７４歳） 
神奈川県中郡 
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３．重要無形文化財の指定及び保持者の団体の構成員の認定（総合認定） 

年齢は令和５年７月２１日現在 

重要無形文化財  
名称 保持者及び代表者 所在地及び団体名 

日
に

本
ほん

舞
ぶ

踊
よ う

 

日
に

本
ほ ん

舞
ぶ

踊
よ う

保
ほ

存
ぞ ん

会
か い

会
か い

員
い ん

 

 

觀
か ん

世
ぜ

 三
み

千
ち

子
こ

（井
い の

上
う え

 八
や

千
ち

代
よ

） 

東京都中央区勝どき２-１８-１レイ

メイスカイレジテル２１０ 

公益社団法人日本舞踊協会内 

 

日
に

本
ほん

舞
ぶ

踊
よ う

保
ほ

存
ぞん

会
かい

 

 

保    持    者  
氏名 芸名 生年月日（年齢） 住所 

立方（４０名） 

白
しら

城
き

 圭
けい

子
こ

 尾
おの

上
え

 菊
き く

音
ね

 大正１２年４月１７日（満１００歳） 東京都 

吉
よし

田
だ

 保
やす

雄
お

 花
はな

柳
やぎ

 與
あとう

 昭和８年１月１日（満９０歳） 大阪府 

大
おお

木
き

 敬
けい

三
ぞう

 藤
ふじ

間
ま

 秀
ひで

嘉
か

 昭和８年１１月７日（満８９歳） 東京都 

本多
ほ ん だ

 仁
ひと

見
み

 尾上
お の え

 菊
き く

見
み

 昭和９年５月２日（満８９歳） 兵庫県 

菊池
き く ち

 澄男
す み お

 花柳
はなやぎ

 錦
きん

吾
ご

 昭和１０年１０月１２日（満８７歳） 東京都 

澤口
さわぐち

 彰男
あ き お

 花柳
はなやぎ

 寿
じゆ

彰
あき

 昭和１１年３月６日（満８７歳） 東京都 

渡辺
わたなべ

 紀美子
き み こ

 坂東
ばんどう

 勝
かつ

友
とも

 昭和１５年４月３日（満８３歳） 東京都 

岩井
い わ い

 瑠
る

美子
み こ

 藤
ふじ

蔭
かげ

 静
しず

枝
え

 昭和１５年５月２４日（満８３歳） 東京都 

服部
はつとり

 洋子
ひ ろ こ

 藤間
ふ じ ま

 洋子
ひ ろ こ

 昭和１６年５月２７日（満８２歳） 東京都 

篠﨑
しのざき

 良子
よ し こ

 橘
たちばな

 芳
よし

慧
え

 昭和１６年８月６日（満８１歳） 東京都 

大橋
おおはし

 萬
ま

壽子
す こ

 花柳
はなやぎ

 寿
す

美
み

 昭和１６年１０月１日（満８１歳） 東京都 

堀越
ほりこし

 豊
ゆたか

 猿
さる

若
わか

 清方
きよかた

 昭和１６年１０月２７日（満８１歳） 東京都 

藤間
ふ じ ま

 昭
てる

曉
あき

 松本
まつもと

 白鸚
はくおう

 昭和１７年８月１９日（満８０歳） 東京都 

羽鳥
は と り

 紀
のり

雄
お

 尾上
お の え

 墨
ぼく

雪
せつ

 昭和１８年４月６日（満８０歳） 東京都 

下川
しもかわ

 文一
ふみかず

 若柳
わかやぎ

 彦三
ひ こ さ

衛門
え も ん

 昭和１８年７月２９日（満７９歳） 埼玉県 

柳田
やなぎた

 眞
しん

吾
ご

 若柳
わかやぎ

 宗樹
そうじゆ

 昭和１８年１１月２９日（満７９歳） 東京都 

土屋
つ ち や

 勝美
か つ み

 尾上
お の え

 菊紫郎
き く し ろ う

 昭和２１年１０月２３日（満７６歳） 東京都 

田村
た む ら

 憲
けん

 西川
にしかわ

 扇
せん

二郎
じ ろ う

 昭和２２年１月３１日（満７６歳） 群馬県 

太田
お お た

 信子
の ぶ こ

 楳
うめ

茂
も

都
と

 梅
うめ

咲
さ く

弥
や

 昭和２２年９月２１日（満７５歳） 大阪府 

中原
なかはら

 弘
ひろし

 吉村
よしむら

 輝
き

章
しよう

 昭和２２年１０月１８日（満７５歳） 東京都 
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氏名 芸名 生年月日（年齢） 住所 

原嶋
はらしま

 文子
ふ み こ

 吾妻
あ づ ま

 寛
かん

穂
ほ

 昭和２３年７月３１日（満７４歳） 東京都 

川田
か わ だ

 純子
す み こ

 市山
いちやま

 七
な

十郎
そ ろ う

 昭和２３年９月１２日（満７４歳） 新潟県 

樋田
ひ だ

 光
ひかる

 藤間
ふ じ ま

 勘
かん

左
ざ

 昭和２７年２月６日（満７１歳） 東京都 

恩田
お ん だ

 亘
わたる

 五條
ごじょう

 珠
たま

實
み

 昭和２７年９月５日（満７０歳） 東京都 

竹内
たけうち

 正世
ま さ よ

 若柳
わかやぎ

 壽
じゆ

延
えん

 昭和２８年７月２０日（満７０歳） 京都府 

名取
な と り

 京子
きょうこ

 泉
いずみ

 徳
と く

右
え

衛門
も ん

 昭和３０年１０月２６日（満６７歳） 神奈川県 

柴
しば

﨑
ざき

 良
りよう

太
た

 花柳
はなやぎ

 翫一
かんいち

 昭和３１年６月３０日（満６７歳） 東京都 

觀
かん

世
ぜ

 三千子
み ち こ

 井上
いのうえ

 八千代
や ち よ

 昭和３１年１１月２８日（満６６歳） 京都府 

林
はやし

 英津子
え つ こ

 吾妻
あ づ ま

 徳
と く

穂
ほ

 昭和３２年１１月７日（満６５歳） 東京都 

石川
いしかわ

 光江
み つ え

 中村
なかむら

 梅彌
う め や

 昭和３２年１２月１２日（満６５歳） 東京都 

西川
にしかわ

 均
ひとし

 西川
にしかわ

 箕乃
み の

助
すけ

 昭和３５年２月１日（満６３歳） 東京都 

露木
つ ゆ き

 雅
まさ

弥
や

 花柳
はなやぎ

 輔
すけ

太朗
た ろ う

 昭和３５年２月２３日（満６３歳） 東京都 

山本
やまもと

 惠
え

都子
つ こ

 藤間
ふ じ ま

 恵
え

都子
つ こ

 昭和３５年１２月２７日（満６２歳） 神奈川県 

前田
ま え だ

 由香
ゆ か

 水木
み ず き

 佑歌
ゆ か

 昭和３６年４月４日（満６２歳） 東京都 

田中
た な か

 裕士
ひ ろ し

 藤間
ふ じ ま

 蘭
らん

黄
こう

 昭和３７年１１月６日（満６０歳） 東京都 

常盤
と き わ

 基
もとい

 花柳
はなやぎ

 基
もとい

 昭和３９年４月７日（満５９歳） 東京都 

山村
やまむら

 武
たけし

 山村
やまむら

 友五郎
と も ご ろ う

 昭和３９年４月２７日（満５９歳） 大阪府 

加藤
か と う

 勇
いさむ

 市山
いちやま

 松
しょう

扇
せん

 昭和４２年２月２５日（満５６歳） 東京都 

青山
あおやま

 典
のり

裕
ひろ

 花柳
はなやぎ

 寿
じゆ

楽
ら く

 昭和４２年３月１２日（満５６歳） 東京都 

竹内
たけうち

 英雄
ひ で お

 若柳
わかやぎ

 吉蔵
きちぞう

 昭和４５年１月１０日（満５３歳） 京都府 

長唄（唄）（１名） 

村
むら

治
じ

 崇光
たかみつ

 杵屋
き ね や

 勝四郎
か つ し ろ う

 昭和３４年１月３日（満６４歳） 東京都 

長唄（三味線）（２名） 

髙
たか

野
の

 修
おさむ

 今藤
いまふじ

 美
よし

治郎
じ ろ う

 昭和３５年３月３０日（満６３歳） 東京都 

深澤
ふかざわ

 恒夫
つ ね お

 杵屋
き ね や

 栄
えい

八郎
はちろう

 昭和４２年７月５日（満５６歳） 東京都 

長唄（鳴物）（２名） 

長尾
な が お

 光弘
みつひろ

 藤舎
とうしや

 呂
ろ

英
えい

 昭和４１年７月７日（満５７歳） 東京都 

安倍
あ べ

 宏
ひろし

 堅田
か た だ

 新十郎
しんじゆうろう

 昭和４２年７月２７日（満５５歳） 東京都 

常磐津節（太夫）（１名） 

井筒
い づ つ

 泰弘
やすひろ

 常磐津
と き わ ず

 一
かず

佐
さ

太夫
だ ゆ う

 昭和１７年９月１４日（満８０歳） 京都府 

常磐津節（三味線）（２名） 

藤堂
とうどう

 誠
せい

一郎
いちろう

 常磐津
と き わ ず

 文字蔵
も じ ぞ う

 昭和２７年１２月２３日（満７０歳） 東京都 

石川
いしかわ

 耕
こう

治
じ

 常磐津
と き わ ず

 菊寿郎
きくじゆろう

 昭和３７年２月６日（満６１歳） 東京都 
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氏名 芸名 生年月日（年齢） 住所 

清元節（太夫）（２名） 

小柳
こやなぎ

 吉弘
よしひろ

 清元
きよもと

 美
よし

寿
じゆ

太夫
だ ゆ う

 昭和１８年１月２９日（満８０歳） 東京都 

長谷川
は せ が わ

 茂
しげる

 清元
きよもと

 梅
うめ

寿
じゆ

太夫
だ ゆ う

 昭和２３年４月２１日（満７５歳） 東京都 

清元節（三味線）（１名） 

新野
に い の

 祐三
ゆうぞう

 清元
きよもと

 菊
き く

輔
すけ

 昭和３２年８月４日（満６５歳） 東京都 

義太夫節（太夫）（１名） 

上田
う え だ

 悦子
え つ こ

 竹本
たけもと

 駒之
こ ま の

助
すけ

 昭和１０年９月２５日（満８７歳） 神奈川県 

義太夫節（三味線）（１名） 

立
たち

花
ばな

 繭
まゆ

子
こ

 鶴
つる

澤
ざわ

 津
つ

賀
が

寿
じゆ

 昭和３２年８月１２日（満６５歳） 東京都 

地歌（２名） 

奥寺
おくでら

 光
みつ

治
はる

 菊原
きくはら

 光
こう

治
じ

 昭和２２年６月１２日（満７６歳） 大阪府 

八田
は つ た

 清
きよ

隆
たか

 富山
とみやま

 清
せい

琴
きん

 昭和２５年６月１１日（満７３歳） 東京都 

箏曲（１名） 

後藤
ご と う

 裕
ひろ

枝
え

 米川
よねかわ

 敏子
と し こ

 昭和２５年１０月７日（満７２歳） 東京都 
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４．重要無形文化財の保持者の団体の構成員の追加認定（総合認定） 

年齢は令和５年７月２１日現在 

重要無形文化財  
名称 保持者及び代表者 所在地及び団体名 

人
にん

形
ぎよう

浄
じよう

瑠
る

璃
り

文
ぶん

楽
ら く

 

人
にん

形
ぎよう

浄
じよう

瑠
る

璃
り

文
ぶん

楽
ら く

座
ざ

座
ざ

員
いん

 

 

（太夫） 

生
い く

田
た

 陽
よ う

三
ぞ う

（豊
と よ

竹
たけ

 咲
さ き

太
たゆ

夫
う

） 

（三味線） 

中
なか

能
の

島
し ま

 浩
ひろし

（鶴
つる

澤
ざわ

 清
せい

治
じ

） 

（人形） 

平
ひら

尾
お

 勝
かつ

義
よ し

（吉
よ し

田
だ

 簑
みの

助
すけ

） 

大阪府大阪市中央区日本橋１－

１２－１０ 

独立行政法人日本芸術文化振興

会国立文楽劇場内 

 

人形浄瑠璃文楽座 

 

保    持    者  
氏名 芸名 生年月日（年齢） 住所 

三味線（１名） 

吉原
よしはら

 草
そう

介
すけ

 鶴
つる

澤
ざわ

 清
せい

公
こう

 昭和５７年８月２２日（満４０歳） 兵庫県 

 
 

重要無形文化財  
名称 保持者及び代表者 所在地及び団体名 

能
のう

楽
が く

 

一般社団法人日
に

本
ほん

能
のう

楽
が く

会
かい

会
かい

員
いん

 

 

金
こん

剛
ご う

 永
ひさ

謹
のり

 

東京都豊島区東池袋３－２０－６

岩波ビル４０１号 

 

一般社団法人日本能楽会 

 

保    持    者  
氏名 芸名 生年月日（年齢） 住所 

シテ方（観世流）（７名） 

荒木
あ ら き

 亮
りよう

  昭和３１年１１月２１日（満６６歳） 東京都 

橋岡
はしおか

 久
ひさ

春
はる

 橋岡
はしおか

 久
きゆう

太郎
た ろ う

 昭和３３年９月２１日（満６４歳） 千葉県 

宮本
みやもと

 茂樹
し げ き

  昭和５０年１月１日（満４８歳） 京都府 
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氏名 芸名 生年月日（年齢） 住所 

橋本
はしもと

 世
よ

志子
し こ

 鷲尾
わ し お

 世
よ

志子
し こ

 昭和５０年７月２３日（満４７歳） 滋賀県 

川口
かわぐち

 晃平
こうへい

  昭和５１年４月１３日（満４７歳） 東京都 

上野
う え の

 嘉
よし

宏
ひろ

 梅田
う め だ

 嘉
よし

宏
ひろ

 昭和５１年９月２日（満４６歳） 京都府 

林 本
はやしもと

 大
だい

  昭和５２年２月５日（満４６歳） 大阪府 

シテ方（金春流）（３名） 

伊藤
い と う

 智也
と も や

 伊藤
い と う

 眞也
し ん や

 昭和５０年１１月３０日（満４７歳） 東京都 

中村
なかむら

 昌
まさ

弘
ひろ

  昭和５３年７月１３日（満４５歳） 東京都 

金春
こんばる

 憲和
のりかず

  昭和５７年２月２７日（満４１歳） 東京都 

シテ方（宝生流）（４名） 

関
せき

 直美
な お み

  昭和３９年１１月２７日（満５８歳） 東京都 

内藤
ないとう

 飛
とび

能
よし

  昭和５５年８月２５日（満４２歳） 埼玉県 

佐野
さ の

 玄宜
げ ん き

  昭和５６年７月２２日（満４１歳） 神奈川県 

當山
とうやま

 淳司
じゆんじ

  昭和５７年６月１６日（満４１歳） 東京都 

シテ方（金剛流）（５名） 

谷口
たにぐち

 雅彦
まさひこ

  昭和３０年１０月２日（満６７歳） 兵庫県 

田中
た な か

 敏文
としふみ

  昭和３０年１０月２２日（満６７歳） 京都府 

重本
しげもと

 昌也
ま さ や

  昭和３７年９月２日（満６０歳） 京都府 

宇髙
う だ か

 竜
たつ

成
しげ

  昭和５６年１２月２１日（満４１歳） 京都府 

金剛
こんごう

 龍謹
たつのり

  昭和６３年２月２２日（満３５歳） 京都府 

ワキ方（福王流）（１名） 

村瀬
む ら せ

 慧
けい

  昭和５７年９月１１日（満４０歳） 神奈川県 

ワキ方（宝生流）（４名） 

梅村
うめむら

 昌
まさ

功
よし

  昭和３５年３月１０日（満６３歳） 茨城県 

北島
きたじま

 公之
ひろゆき

  昭和３９年４月１７日（満５９歳） 石川県 

舘田
た て だ

 善
よし

博
ひろ

  昭和４７年１０月１３日（満５０歳） 神奈川県 

野口
の ぐ ち

 能
やす

弘
ひろ

  昭和５０年１０月１６日（満４７歳） 東京都 

笛方（一噌流）（２名） 

成田
な り た

 寛人
ひろひと

  昭和５０年５月１５日（満４８歳） 東京都 

關
せき

 智子
と も こ

 八反田
はつたんだ

 智子
と も こ

 昭和４８年３月３日（満５０歳） 神奈川県 

笛方（森田流）（１名） 

今村
いまむら

 德和
のりかず

 森田
も り た

 光
みつ

次
じ

 昭和４９年１０月７日（満４８歳） 福岡県 

小鼓方（幸流）（３名） 

丹下
た ん げ

 紀子
も と こ

 丹下
た ん げ

 紀
き

香
こう

 昭和２４年４月２１日（満７４歳） 愛媛県 
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氏名 芸名 生年月日（年齢） 住所 

住
すみ

駒
こま

 充彦
みつひこ

  昭和５２年９月１７日（満４５歳） 神奈川県 

林
はやし

 大和
や ま と

  昭和５７年１月１４日（満４１歳） 京都府 

小鼓方（観世流）（１名） 

鳥山
とりやま

 直也
な お や

  昭和４６年１０月２１日（満５１歳） 東京都 

大鼓方（高安流）（１名） 

佃
つくだ

 良太郎
よ し た ろ う

  昭和５６年６月１日（満４２歳） 東京都 

大鼓方（大倉流）（２名） 

大倉
おおくら

 栄
えい

太郎
た ろ う

  昭和５１年３月２６日（満４７歳） 千葉県 

大倉
おおくら

 慶乃
け い の

助
すけ

  昭和５８年３月８日（満４０歳） 神奈川県 

太鼓方（観世流）（３名） 

鬼頭
き と う

 好信
よしのぶ

 鬼頭
き と う

 義
よし

命
のぶ

 昭和２９年３月２２日（満６９歳） 愛知県 

加藤
か と う

 洋輝
ひ ろ き

  昭和４９年１０月２３日（満４８歳） 愛知県 

田中
た な か

 達
とおる

  昭和５０年１月７日（満４８歳） 福岡県 

狂言方（大蔵流）（５名） 

榎本
えのもと

 元
げん

  昭和４７年１１月２６日（満５０歳） 北海道 

大藏
おおくら

 基
もと

誠
なり

  昭和５４年３月３日（満４４歳） 東京都 

茂山
しげやま

 逸
いつ

平
ぺい

  昭和５４年６月１２日（満４４歳） 京都府 

大藏
おおくら

 教義
のりよし

  昭和５６年１１月２９日（満４１歳） 神奈川県 

茂山
しげやま

 良
よし

暢
のぶ

 茂山
しげやま

 忠
ちゆう

三郎
ざぶろう

 昭和５７年８月２０日（満４０歳） 京都府 

 
 

重要無形文化財  
名称 保持者及び代表者 所在地及び団体名 

歌
か

舞
ぶ

伎
き

 

一般社団法人伝
でん

統
と う

歌
か

舞
ぶ

伎
き

保
ほ

存
ぞん

会
かい

会
かい

員
いん

 

 

寺
てら

嶋
じ ま

 秀
ひで

幸
ゆき

（尾
おの

上
え

 菊
き く

五
ご

郎
ろ う

） 

東京都千代田区隼町４－１ 

独立行政法人日本芸術文化振興

会国立劇場内 

 

一般社団法人伝統歌舞伎保存会 

 

保    持    者  
氏名 芸名 生年月日（年齢） 住所 

俳優（２６名） 
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氏名 芸名 生年月日（年齢） 住所 

坂
さか

本
もと

 健夫
た け お

 市川
いちかわ

 欣
きん

弥
や

 昭和２３年２月３日（満７５歳） 埼玉県 

峯岸
みねぎし

 正英
まさひで

 澤村
さわむら

 國
くに

久
ひさ

 昭和３８年１２月３１日（満５９歳） 東京都 

中園
なかぞの

 朋之
ともゆき

 中村
なかむら

 蝶
ちよう

紫
し

 昭和４４年７月２１日（満５４歳） 東京都 

大内
おおうち

 茂樹
し げ き

 市川
いちかわ

 荒五郎
あ ら ご ろ う

 昭和４５年１０月３日（満５２歳） 埼玉県 

鈴木
す ず き

 道行
みちゆき

 市川
いちかわ

 九團
く だ ん

次
じ

 昭和４７年４月４日（満５１歳） 東京都 

松
まつ

榮
さか

 忠志
た だ し

 中村
なかむら

 吉
きち

兵衛
べ え

 昭和４８年１１月２１日（満４９歳） 東京都 

小島
こ じ ま

 清
きよし

 坂東
ばんどう

 八大
や ひ ろ

 昭和４９年４月１１日（満４９歳） 東京都 

稲毛
い な げ

 伸
のぶ

昭
あき

 尾上
お の え

 菊
き く

伸
のぶ

 昭和４９年５月２０日（満４９歳） 東京都 

石垣
いしがき

 壮一郎
そういちろう

 片岡
かたおか

 松
まつ

十郎
じゆうろう

 昭和５０年１０月１６日（満４７歳） 兵庫県 

能美
の う み

 雅一
まさかず

 中村
なかむら

 かなめ 昭和５１年８月２７日（満４６歳） 東京都 

上 條
かみじよう

 岳
たけ

伸
のぶ

 坂東
ばんどう

 玉
たま

朗
お

 昭和５２年１月２５日（満４６歳） 東京都 

和田
わ だ

 尚
なお

登
と

 中村
なかむら

 橋
はし

吾
ご

 昭和５４年１０月９日（満４３歳） 東京都 

林
はやし

 康洋
やすひろ

 市川
いちかわ

 蔦之
つ た の

助
すけ

 昭和５４年１０月２１日（満４３歳） 東京都 

近藤
こんどう

 太郎
た ろ う

 中村
なかむら

 梅乃
う め の

 昭和５５年７月１８日（満４３歳） 東京都 

小林
こばやし

 慎
しん

吾
ご

 片岡
かたおか

 千
せん

次郎
じ ろ う

 昭和５６年３月１７日（満４２歳） 京都府 

黒川
くろかわ

 裕介
ゆうすけ

 片岡
かたおか

 千
せん

壽
じゆ

 昭和５６年８月２６日（満４１歳） 兵庫県 

原田
は ら だ

 大樹
だ い き

 中村
なかむら

 いてう 昭和５６年１２月２９日（満４１歳） 東京都 

縣
あがた

 博史
ひ ろ し

 尾上
お の え

 緑
みどり

 昭和５７年１月２１日（満４１歳） 東京都 

岡村
おかむら

 研
けん

佑
すけ

 尾上
お の え

 右近
う こ ん

 平成４年５月２８日（満３１歳） 東京都 

小川
お が わ

 暁
あき

久
ひさ

 中村
なかむら

 種之
た ね の

助
すけ

 平成５年２月２２日（満３０歳） 東京都 

小川
お が わ

 修
しゆう

平
へい

 中村
なかむら

 米
よね

吉
きち

 平成５年３月８日（満３０歳） 東京都 

小川
お が わ

 隼人
は や と

 中村
なかむら

 隼人
は や と

 平成５年１１月３０日（満２９歳） 東京都 

中村
なかむら

 優
ゆう

太
た

 中村
なかむら

 児
こ

太郎
た ろ う

 平成５年１２月２３日（満２９歳） 東京都 

清水
し み ず

 大希
だ い き

 中村
なかむら

 鶴
つる

松
まつ

 平成７年３月１５日（満２８歳） 東京都 

中村
なかむら

 国生
く に お

 中村
なかむら

 橋之
は し の

助
すけ

 平成７年１２月２６日（満２７歳） 東京都 

中村
なかむら

 宗生
む ね お

 中村
なかむら

 福之
ふ く の

助
すけ

 平成９年１１月１３日（満２５歳） 東京都 

囃子（３名） 

高垣
たかがき

 哲郎
てつろう

 望月
もちづき

 太
た

左
さ

一郎
いちろう

 昭和４７年８月２９日（満５０歳） 東京都 

淺田
あ さ だ

 忠
ただ

興
おき

 田中
た な か

 佐
さ

吉郎
きちろう

 昭和４９年５月１１日（満４９歳） 東京都 

澤口
さわぐち

 幸男
ゆ き お

 田中
た な か

 傳
でん

十郎
じゆうろう

 昭和５３年５月２２日（満４５歳） 東京都 

竹本（３名） 

木
き

梨
なし

 吾郎
ご ろ う

 竹本
たけもと

 蔵
く ら

太夫
た ゆ う

 昭和４８年１０月３１日（満４９歳） 東京都 

佐藤
さ と う

 公彦
きみひこ

 鶴
つる

澤
ざわ

 公彦
きみひこ

 昭和４９年６月２０日（満４９歳） 千葉県 

石井
い し い

 岬
みさき

 豊澤
とよざわ

 岬
きよう

輔
すけ

 昭和５２年４月２３日（満４６歳） 東京都 
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重要無形文化財  
名称 保持者及び代表者 所在地及び団体名 

一
いつ

中
ちゆう

節
ぶし

 

一
いつ

中
ちゆう

節
ぶし

保
ほ

存
ぞん

会
かい

会
かい

員
いん

 

 

梅
う め

津
つ

 ふじ（宇
う

治
じ

 紫
し

文
ぶん

） 

東京都港区新橋４－１５－４ 

叶家方 一般財団法人古曲会内 

 

一中節保存会 

 

保    持    者  
氏名 芸名 生年月日（年齢） 住所 

太夫（１名） 

岡崎
おかざき

 秀美
ひ で み

 都
みやこ

 一
いち

みき 昭和２７年１１月６日（満７０歳） 東京都 

三味線（１名） 

大熊
おおくま

 愛子
あ い こ

 都
みやこ

 一
いち

たみ 昭和２４年３月２１日（満７４歳） 東京都 

 
 

重要無形文化財  
名称 保持者及び代表者 所在地及び団体名 

清
きよ

元
も と

節
ぶし

 

清
きよ

元
も と

節
ぶし

保
ほ

存
ぞん

会
かい

会
かい

員
いん

 

 

岡
おか

村
むら

 清
せい

太
た

郎
ろ う

（清
きよ

元
も と

 延
えん

寿
じゆ

太
だ

夫
ゆう

） 

東京都港区六本木４－２－５０－

３１３ 

 

清元節保存会 

 

保    持    者  
氏名 芸名 生年月日（年齢） 住所 

太夫（１名） 

柿澤
かきざわ

 吉彦
よしひこ

 清元
きよもと

 志
し

寿雄
ず お

太夫
だ ゆ う

 昭和３３年１２月２２日（満６４歳） 東京都 

三味線（２名） 

大塚
おおつか

 壽司
と し じ

 清元
きよもと

 勝
かつ

三郎
さぶろう

 昭和２４年４月２２日（満７４歳） 神奈川県 

林
はやし

 英
えい

治
じ

 清元
きよもと

 志
し

寿造
ず ぞ う

 昭和３８年１０月２６日（満５９歳） 東京都 
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重要無形文化財  
名称 保持者及び代表者 所在地及び団体名 

長
なが

唄
う た

 

伝
でん

統
と う

長
なが

唄
う た

保
ほ

存
ぞん

会
かい

会
かい

員
いん

 

 

吉
よ し

田
だ

 成
しげ

一
かず

（松
まつ

永
なが

 忠
ちゆう

五
ご

郎
ろ う

） 

東京都新宿区西新宿６－１２－３

０芸能花伝舎 A 棟２Ｆ 

一般社団法人長唄協会内 

 

伝統長唄保存会 

 

保    持    者  
氏名 芸名 生年月日（年齢） 住所 

唄（１１名） 

藤富
ふじとみ

 清
きよ

範
のり

 吉住
よしずみ

 小佐久
こ さ く

朗
ろう

 昭和１２年９月１１日（満８５歳） 静岡県 

加藤
か と う

 昭子
あ き こ

 杵屋
き ね や

 勝
かつ

昭
あき

 昭和１７年３月８日（満８１歳） 東京都 

岡村
おかむら

 信夫
の ぶ お

 杵屋
き ね や

 勝之
かつのぶ

弥
や

 昭和２４年３月４日（満７４歳） 大阪府 

西田
に し だ

 文子
ふ み こ

 杵屋
き ね や

 弥
や

三文
さ ふ み

 昭和３１年４月２７日（満６７歳） 北海道 

渡邉
わたなべ

 雅
まさ

宏
ひろ

 東音
とうおん

 渡邉
わたなべ

 雅
まさ

宏
ひろ

 昭和３２年３月２２日（満６６歳） 東京都 

志
し

智
ち

 敏
とし

哉
や

 杵屋
き ね や

 君
きみ

三郎
さぶろう

 昭和３２年４月３日（満６６歳） 神奈川県 

鈴木
す ず き

 実
みのる

 芳村
よしむら

 金四郎
き ん し ろ う

 昭和３４年１２月１９日（満６３歳） 東京都 

谷口
たにぐち

 之彦
ゆきひこ

 和歌山
わ か や ま

 富
とみ

朗
ろう

 昭和３７年１１月２４日（満６０歳） 東京都 

中川
なかがわ

 貴史
た か し

 今藤
いまふじ

 政
まさ

貴
き

 昭和４０年９月２８日（満５７歳） 東京都 

村
むら

治
じ

 利光
としみつ

 杵屋
き ね や

 和吉
わ き ち

 昭和４２年１月２７日（満５６歳） 東京都 

山口
やまぐち

 太郎
た ろ う

 杵屋
き ね や

 巳
み

三郎
さぶろう

 昭和４２年１０月２日（満５５歳） 東京都 

三味線（１３名） 

高橋
たかはし

 勝子
か つ こ

 東音
とうおん

 高橋
たかはし

 尚子
な お こ

 昭和１６年１２月１日（満８１歳） 東京都 

田中
た な か

 由
ゆ

利子
り こ

 今藤
いまふじ

 長由利
ち よ う ゆ り

 昭和２３年１０月２４日（満７４歳） 香川県 

栁
やなぎ

 進作
しんさく

 杵屋
き ね や

 勝
かつ

進
しん

次
じ

 昭和２４年５月１５日（満７４歳） 京都府 

浦
うら

井
い

 美佐子
み さ こ

 柏
かしわ

 伊都
い と

 昭和２６年４月２３日（満７２歳） 東京都 

増田
ま す だ

 智子
と も こ

 杵屋
き ね や

 五三丸
ご さ ま る

 昭和２６年１１月３０日（満７１歳） 東京都 

中村
なかむら

 正治
まさはる

 芳村
よしむら

 伊
い

十
そ

一郎
いちろう

 昭和３０年２月２２日（満６８歳） 東京都 

楠井
く す い

 愼
しん

哉
や

 杵屋
き ね や

 新右衛門
し ん え も ん

 昭和３０年６月４日（満６８歳） 東京都 

柳 原
やなぎはら

 一之
かずゆき

 杵屋
き ね や

 栄四郎
え い し ろ う

 昭和３２年３月９日（満６６歳） 神奈川県 

青木
あ お き

 詔子
しようこ

 芳村
よしむら

 孝
こう

次女
じ め

 昭和３２年１１月６日（満６５歳） 東京都 

小輪瀨
こ わ せ

 桂三
けいぞう

 杵屋
き ね や

 五
ご

七郎
しちろう

 昭和３３年２月２０日（満６５歳） 東京都 
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氏名 芸名 生年月日（年齢） 住所 

中嶋
なかじま

 利
とし

浩
ひろ

 杵屋
き ね や

 勝
かつ

七郎
しちろう

 昭和３５年３月１１日（満６３歳） 京都府 

齋藤
さいとう

 真一
しんいち

 杵屋
き ね や

 勝
かつ

松
まつ

 昭和３７年４月１６日（満６１歳） 東京都 

塚村
つかむら

 康和
やすかず

 杵屋
き ね や

 巳
み

太郎
た ろ う

 昭和４１年２月１０日（満５７歳） 埼玉県 

鳴物（１２名） 

尾
お

﨑
ざき

 太一
た い ち

 藤舎
とうしや

 華
か

鳳
ほう

 昭和１７年９月１３日（満８０歳） 東京都 

三島
み し ま

 スミヱ 望月
もちづき

 初寿三
は つ す み

 昭和１９年２月２８日（満７９歳） 東京都 

髙
たか

森
もり

 由彦
よしひこ

 藤舎
とうしや

 呂
ろ

雪
せつ

 昭和２２年６月１６日（満７６歳） 東京都 

林
はやし

 かほる 仙波
せ ん ば

 宏
こう

薫
くん

 昭和２２年６月２１日（満７６歳） 東京都 

石塚
いしづか

 由
ゆ

孝
たか

 望月
もちづき

 左武郎
さ ぶ ろ う

 昭和２２年１１月１６日（満７５歳） 東京都 

中井
な か い

 一夫
か ず お

 藤舎
とうしや

 呂
ろ

秀
しゆう

 昭和２３年４月１５日（満７５歳） 東京都 

森
もり

 啓
ひろ

次
つぐ

 望月
もちづき

 太喜右衛門
た き え も ん

 昭和２４年５月１日（満７４歳） 東京都 

大島
おおしま

 延寛
のぶひろ

 田中
た な か

 長 十 郎
ちようじゆうろう

 昭和２５年３月２５日（満７３歳） 東京都 

鈴木
す ず き

 幸雄
ゆ き お

 田中
た な か

 佐
さ

幸
こう

 昭和２７年４月２８日（満７１歳） 東京都 

春日
か す が

 徹彦
てつひこ

 福原
ふくはら

 徹彦
てつひこ

 昭和３８年２月３日（満６０歳） 東京都 

栁
やなぎ

田
だ

 朋子
と も こ

 梅屋
う め や

 巴
ともえ

 昭和３９年８月１２日（満５８歳） 東京都 

安倍
あ べ

 宏
ひろし

 堅田
か た だ

 新十郎
しんじゆうろう

 昭和４２年７月２７日（満５５歳） 東京都 
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Ⅱ．解説 

 

〔１．重要無形文化財の指定及び保持者の認定（各個認定）〕 

 
（芸能の部） 

 

１ 能
のう

ワキ方
かた

  寳
ほう

生
しょう

 欣
きん

哉
や

（芸名 宝
ほう

生
しょう

 欣
きん

哉
や

） 

 

「能
のう

ワキ方
かた

」は、平成６年６月２７日に重要無形文化財に指定されたが、平成２８

年２月１日、保持者の逝去により指定が解除された。今回、改めて指定するとともに、

寳生氏をその保持者として認定するものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）重要無形文化財の指定について 

①名称 

能
のう

ワキ方
かた

 

 
②重要無形文化財の概要 

能は、１４世紀後半から１５世紀にかけて、観阿弥
か ん あ み

、世阿弥
ぜ あ み

等によって大成され

た仮面を用いる楽劇
がくげき

である。能ワキ方は、能においてワキ・ワキヅレ・ワキ後見を

務める。ワキは能を進行させる上で不可欠な存在であり、シテの舞や謡を引き出す

重要な役割を担っている。 

（寳
ほう

生
しょう

 欣
きん

哉
や

 氏） （演技中の寳生氏） 
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ワキ方は旅僧や山伏、勅使や公家、源平の武将等様々な役柄を務めるが、基本的

に全て現世に生きる壮年の男性役であり、能面を用いず必ず直面
ひためん

での演技となる。

各曲の場所や状況等を舞台上に表現し、シテの技芸を引きたたせるようにするの

が、その役目となっており、ワキの技芸は舞台の密度を左右する極めて重要なもの

である。なお、現在、ワキ方には、高安
たかやす

・福
ふく

王
おう

・下掛
しもがかり

宝生
ほうしょう

の３流がある。 

以上のように、能ワキ方は、芸術上特に価値が高く、我が国の芸能史上特に重要

な地位を占め、かつ能の成立、構成上重要な要素をなす技法である。 

 

（２）保持者の認定について 

①保持者 

氏  名 寳生
ほうしょう

 欣
きん

哉
や

（芸名 宝生
ほうしょう

 欣
きん

哉
や

） 

生年月日 昭和４２年５月２１日（満５６歳） 

住  所 東京都練馬区 

 

②保持者の特徴 

同人は、伝統的な能ワキ方の技芸を高度に体現する能楽師として活躍し、各曲の

ワキの役柄を的確に演じ、常に卓越した技量を示している。また、斯界の発展及び

後進の指導・育成にも尽力している。 

 

③保持者の概要 

同人は、下掛宝生流のワキ方であった祖父・宝生
ほうしょう

弥一
や い ち

（昭和５６年重要無形文化

財「能ワキ方」（各個認定）保持者）、父・宝生閑
かん

（平成６年重要無形文化財「能

ワキ方」（各個認定）保持者）に師事して能ワキ方の道に進み、平成２８年には下掛
しもがかり

宝 生 流
ほうしょうりゅう

十三世宗家を継承した。流儀を統率する立場となった後もたゆまぬ修練を

重ね、令和４年の「関寺
せきでら

小町
こ ま ち

」、同５年の「檀風
だんぷう

」等、引き続き重要曲を数多く務

めながら充実した舞台活動を続け、現在に至っている。 

息が強く明晰な謡と、自然かつ凜とした佇まいで、あらゆる能の曲趣を舞台上に

展開し、かつ常にシテの演技を過不足なく支える同人の技量に対しては、周囲の能

楽師からも厚い信頼が寄せられ、同人は、ワキ方として極めて重要な位置を占めて

いる。 

また同人は、自流の一門を育成するほか、国立劇場伝統芸能伝承者養成「能楽（三

役）」研修講師、京都能楽養成会研修講師をも務め、長年にわたり、後継者の少な

いワキ方の人材育成に尽力している。 



 

15 

以上のように、同人は、能ワキ方の技法を正しく体得し、かつ、これに精通する

とともに、その技法を高度に体現している。 

 

④保持者の略歴 

昭和５１年 「猩 々
しょうじょう

乱
みだれ

」ワキにて初舞台 

平成 元年 「張
ちょう

良
りょう

」を披
ひら

く 

同  ４年 「道
どう

成寺
じょうじ

」を披く 

同   年 国立劇場伝統芸能伝承者養成「能楽（三役）」研修講師（同１４年まで） 

同 １３年 平成１２年度（第５１回）芸術選奨文部科学大臣新人賞 

同 １５年 「姨捨
おばすて

」を披く 

同 ２１年 「檜垣
ひ が き

」を披く 

同 ２２年 第３１回観世
か ん ぜ

寿夫
ひ さ お

記念法政大学能楽賞 

同 ２３年 重要無形文化財「能楽」（総合認定）保持者（現在に至る） 

同 ２８年 下掛宝生流十三世宗家を継承 

同   年 公益社団法人能楽協会理事（現在に至る） 

同 ２９年 一般社団法人日本能楽会理事（令和５年まで） 

令和 ２年 京都能楽養成会研修講師（現在に至る） 

同  ４年 「関寺
せきでら

小町
こ ま ち

」を披く 

同  ５年 「檀風
だんぷう

」を披く 

 

（３）備考 

同分野の既認定者 

（死亡解除） 

松本
まつもと

 謙三
けんぞう

（昭和４１年４月２５日指定・認定～同５５年９月１５日指定・認定解除） 

寳 生
ほうしょう

 彌
や

一郎
いちろう

（芸名 宝 生
ほうしょう

 弥一
や い ち

）（昭和５６年４月２０日指定・認定～同６０年３月１１日指定・認定解除） 

森
もり

 茂
しげ

好
よし

（昭和６１年４月２８日指定・認定～平成３年２月７日指定・認定解除） 

寳生
ほうしょう

 閑
かん

（芸名 宝生
ほうしょう

 閑
かん

）（平成６年６月２７日指定・認定～同２８年２月１日指定・認定解除） 
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２ 宮
みや

薗
ぞの

節
ぶし

三
しゃ

味
み

線
せん

  山
やま

田
だ

 和
かず

代
よ

（芸名 宮
みや

薗
ぞの

 千
せん

佳
か

寿
ず

弥
や

） 

 

「宮薗
みやぞの

節
ぶし

三味線
しゃみせん

」は、平成１０年６月８日に重要無形文化財に指定されたが、平成

１４年５月２３日、保持者の逝去により指定が解除された。今回、改めて指定すると

ともに、山田氏をその保持者として認定するものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）重要無形文化財の指定について 

①名称 

宮
みや

薗
ぞの

節
ぶし

三
しゃ

味
み

線
せん

 

 
②重要無形文化財の概要 

宮薗
みやぞの

節
ぶし

は、浄瑠璃（語り）と三味線によって構成される日本の伝統音楽の一つで、

１８世紀に京で始まり、歌舞伎の伴奏音楽などとして演奏された。京大坂では、そ

の後、徐々に行われなくなったが、江戸では、以後も演奏されて現在に至っている。

宮薗節の特色は、他の三味線音楽と比べて特にしめやかで、情緒てんめんとした節

まわしにある。 

宮薗節三味線は、渋い沈んだ音色によって語りを支え、宮薗節を構成する、繊細

で優れた演奏技法であり、芸術上特に価値が高く、我が国の音楽史上特に重要な地

位を占め、かつ、芸能の成立、構成上重要な要素をなす芸能の技法である。 

  

（山
やま

田
だ

 和
かず

代
よ

 氏） （演奏中の山田氏） 
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（２）保持者の認定について 

①保持者 

氏  名 山
やま

田
だ

 和
かず

代
よ

（芸名 宮
みや

薗
ぞの

 千
せん

佳
か

寿
ず

弥
や

） 

生年月日 昭和２６年２月４日（満７２歳） 

住  所 東京都文京区 

 
②保持者の特徴 

同人は、伝統的な宮薗節三味線の演奏技法を高度に体現する演奏家として活躍

し、卓越した技量を示している。また、斯界の発展及び後進の指導・育成にも尽力

している。 

 
③保持者の概要 

同人は、幼少より養母・春日
か す が

とよ津
つ

満
ま

に師事して小唄を学び、昭和４２年には清元
きよもと

 

若
わか

寿
じゅ

太夫
だ ゆ う

、若寿太夫没後は清元榮三
えいぞう

（平成１５年重要無形文化財「清元節三味線」

（各個認定）保持者）のもとで清元節の薫陶を受け、同４８年には東明
とうめい

流の東明吟
ぎん

水
すい

（四世宮薗
みやぞの

千寿
せんじゅ

・昭和４７年重要無形文化財「宮薗節三味線」（各個認定）保持

者）に師事して修業をし、それぞれに芸名を許された。このような邦楽の素養をも

とに、昭和４８年、宮薗千寿
せんじゅ

弥
や

に入門して宮薗節の修業を始め、同５０年に宮薗節

浄瑠璃の初舞台を務め、同５１年に宮薗千佳
せ ん か

寿
ず

弥
や

の芸名を許された。浄瑠璃方とし

て活躍した後、三味線方に転向し、平成１４年に宮薗節三味線の初舞台、同１６年

には「古曲を知る会」における「夕霧
ゆうぎり

由縁
ゆ か り

の月見
つ き み

」で初タテを務めた。その後も研

鑽を怠ることなく宮薗節三味線の伝統的技法を高度に体現し、平成２２年、重要無

形文化財「宮薗節」（総合認定）保持者に認定された。 

同人の柔らかく深い音色、的確な技法は、宮薗節の語りとともに曲の世界を構築

し、かつ語りを支えるものとして定評があり、宮薗千
せん

碌
ろく

（平成１９年重要無形文化

財「宮薗節浄瑠璃」（各個認定）保持者）の三味線を多く務め、充実した演奏成果

を世に示している。また、同人は重要無形文化財「宮薗節」の保持者によって構成

される宮薗節保存会の一員として後継者の養成にも尽力し、斯界への貢献も大き

い。 

以上のように、同人は、宮薗節三味線の技法を正しく体得し、かつ、これに精通

しているとともに、高度に体現している。 
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④保持者の略歴 

幼少より養母・春日
か す が

とよ津
つ

満
ま

に師事し小唄を学ぶ 

昭和４２年 清元
きよもと

若
わか

寿
じゅ

太夫
だ ゆ う

に師事して清元節を学ぶ 

同 ４４年 春日とよ津
つ

満子
ま こ

の名を許される（後に、とよ津
つ

多
た

と改名） 

同 ４７年 清元榮
えい

三
ぞう

に師事して清元節を学ぶ 

同 ４８年 東明吟
とうめいぎん

水
すい

（四世宮薗
みやぞの

千寿
せんじゅ

）に師事し東明流を学ぶ 

同   年 宮薗千寿
せんじゅ

弥
や

に師事し宮薗節を学ぶ 

同 ５０年 東明伶
れい

舟
しゅう

の名を許される 

同   年 宮薗節浄瑠璃の初舞台 

同 ５１年 宮薗千佳
せ ん か

寿
ず

弥
や

の名を許される 

同 ５２年 荻
おぎ

江
え

つま（四世宮薗千寿）に師事し荻江節を学ぶ 

同 ５６年 荻江津
つ

弥
や

の名を許される 

平成１４年 宮薗節三味線の初舞台 

同 １６年 「古曲を知る会」での「夕霧
ゆうぎり

由縁
ゆ か り

の月見
つ き み

」で初タテを務める 

同 １９年 宇治
う じ

はるに師事し一中節を学ぶ 

同   年 宇治つやの名を許される 

同 ２２年 重要無形文化財「宮薗節」（総合認定）保持者（現在に至る） 

同 ２３年 二世春日とよ津満を襲名 

同   年 平成２２年度財団法人清栄会奨励賞 

同 ３０年 東京文化財研究所による第１回宮薗節の実演記録事業にタテ三味線で参加 

（以後、令和元年 第２回事業にタテ三味線で参加） 

 

（３）備考 

同分野の既認定者 

（死亡解除） 

水野
み ず の

 ハツ（芸名 四世 宮薗
みやぞの

 千寿
せんじゅ

）（昭和４７年４月１７日指定・認定～同６０年９月２日指定・認定解除） 

藤
ふじ

井
い

 文
ふみ

子
こ

（芸名 宮
みや

薗
ぞの

 千
せん

波
なみ

）（平成１０年６月８日指定・認定～同１４年５月２３日指定・認定解除） 

  



 

19 

３ 古
こ

典
てん

落
らく

語
ご

  若
わか

林
ばやし

 恒
つね

夫
お

（芸名 五
ご

街
かい

道
どう

 雲
くも

助
すけ

） 

 

「古典
こ て ん

落語
ら く ご

」は、平成７年５月３１日に重要無形文化財に指定されたが、令和３年

１０月７日、保持者の逝去により指定が解除された。今回、改めて指定するとともに、

若林氏をその保持者として認定するものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）重要無形文化財の指定について 

①名称 

古典
こ て ん

落語
ら く ご

 

 
②重要無形文化財の概要 

古典落語は、京の露
つゆ

の五郎
ご ろ

兵衛
べ え

、大坂の米沢彦八
よねざわひこはち

、江戸の鹿野
し か の

武
ぶ

左
ざ

衛門
え も ん

ら１７世

紀末に三都で活躍した職業的噺家達に始まり、１８世紀末から１９世紀初頭にかけ

て上方・江戸双方で寄席興行が定着するなかで、相互に影響を与えながら東西それ

ぞれ独自の発展を遂げ、幕末から明治にかけてほぼ現在のような形に大成したとい

われる。 

江戸の落語は、江戸っ子の気質を反映して、派手な演出を排し、手拭い・扇子の

みで様々な表現を行う「素
す

噺
ばなし

」の淡泊な味わいを特徴とし、一方、上方の落語は、

江戸の落語に比べ全体として派手で賑やかな演目が多く、下座
げ ざ

の囃子
は や し

を 噺
はなし

の中に

取り込む「ハメモノ」の演出や、見
けん

台
だい

を賑やかに叩いて演じる「入
い

れ込
こ

み 噺
ばなし

」など、

大阪弁の味わいとともに独自の特徴を有する。 

（若
わか

林
ばやし

 恒
つね

夫
お

 氏） （口演中の若林氏） 
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このように東西それぞれに特徴をもつ古典落語は、磨かれた話術で一人の噺家
はなしか

が

様々な人物を描きわけ独自の笑いの世界を構築するもので、高度な芸術的表現力を

要するものであり、また我が国の代表的な芸能の一つとして、芸能史上特に重要な

地位を占める技法である。 

 

（２）保持者の認定について 

①保持者 

氏  名 若
わか

林
ばやし

 恒
つね

夫
お

（芸名 五
ご

街
かい

道
どう

 雲
くも

助
すけ

） 

生年月日 昭和２３年３月２日（満７５歳） 

住  所 東京都墨田区 

 
②保持者の特徴 

同人は、江戸の古典落語を高度に体現し、長年の研鑽に基づく卓越した技量を数

多くの高座で示すとともに、斯界の第一人者として後進の指導・育成にも尽力して

いる。 

 
③保持者の概要 

同人は、昭和２３年に東京都墨田区に生まれ、幼少より母親と寄席に通い、演芸

に親しみ育った。明治大学在学中に所属した落語研究会で落語の面白さに目覚め、

昭和４３年、大学２年の時に十代目金原亭
きんげんてい

馬生
ばしょう

に入門し、金原亭駒
こま

七
しち

の名で前座修

業を始めた。その後師匠の指導のもと話芸の研鑽に努め、昭和４７年に二つ目に昇

進、五
ご

街道
かいどう

雲助
くもすけ

と改名してさらに精進を重ね、同５６年に真打に昇進した。師匠亡

き後は、口演速記本等から三遊亭圓
さんゆうていえん

朝
ちょう

の大作を復活させるなど、独自の芸を創り上

げ、東京の落語界を牽引する本格派の演者の一人として現在に至っている。 

渋く低い美声で江戸弁を操り、巧みに登場人物を描きわけ、喜怒哀楽といった情

を語る同人の芸は高い評価を受けている。持ちネタが豊富で広い芸域を持つが、中

でも、長編の人情噺や圓朝作品に力量を発揮し、また同人が培った踊りや芝居の素

養をもとに演じられる「髪結新三
かみゆいしんざ

」等、芝居仕立ての上演にも定評がある。このよ

うな同人の芸に対しては、文化庁芸術祭優秀賞、芸術選奨文部科学大臣賞、紫綬褒

章が贈られている。 

また自身の高座活動とともに後継者の養成にも尽力し、斯界で活躍する弟子を輩

出して、斯界の活性化に寄与している。同人が手がけた復活演目の口演は弟子に引

き継がれ、古典落語の継承・発展にも貢献している。 
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以上のように、同人は、古典落語を正しく体得し、かつ、これに精通していると

ともに、高度に体現している。 

 

④保持者の略歴 

昭和４３年 十代目金原亭
きんげんてい

馬生
ばしょう

に入門、前座名金原亭駒
こま

七
しち

を名乗る 

同 ４７年 二つ目に昇進し、五
ご

街道
かいどう

雲助
くもすけ

に改名  

同 ５６年 真打に昇進 

平成２２年 平成２１年度（第６４回）文化庁芸術祭優秀賞 

同 ２３年 「雲助月極十番」を全１０回の企画として開始（同２４年まで） 

同 ２５年 「らくご街道 雲助五拾三次」を開始（同３０年まで） 

同 ２６年 平成２５年度（第６４回）芸術選奨文部科学大臣賞 

同 ２８年 紫綬褒章 

 

（３）備考 

同分野の既認定者 

（死亡解除） 

小林
こばやし

 盛夫
も り お

（芸名 柳家
やなぎや

 小
こ

さん）（平成７年５月３１日指定・認定～同１４年５月１６日認定解除） 

中川
なかがわ

 清
きよし

（芸名 桂
かつら

 米朝
べいちょう

）（平成８年５月１０日認定～同２７年３月１９日認定解除） 

郡
こおり

山
やま

 剛
たけ

藏
ぞう

（芸名 柳
やなぎ

家
や

 小
こ

三
さん

治
じ

）（平成２６年１０月２３日認定～令和３年１０月７日指定・認定解除） 
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（工芸技術の部） 

 

１ 首
しゅ

里
り

の織
おり

物
もの

  祝
しゅく

嶺
みね

 恭
きょう

子
こ

 

 

「首里
し ゅ り

の織物
おりもの

」は、平成１０年６月８日に重要無形文化財に指定されたが、令和４

年３月７日、保持者の逝去により指定が解除された。今回、改めて指定するとともに、

祝
しゅく

嶺
みね

氏をその保持者として認定するものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）重要無形文化財の指定について 

①名称 

首里
し ゅ り

の織物
おりもの

 

 
②重要無形文化財の概要 

首里
し ゅ り

の織物
おりもの

は、約５００年にわたる琉球王国時代に育まれ伝えられてきた伝統的

な染織技法である。中国や東南アジア諸国から影響を受けながらも、首里を中心と

する地域で独自の発展を遂げた。首里の織物は、高度な技術による優れた意匠を特

徴とし、王族・士族用の衣服として着用され、主に士族の女性たちによって織られ、

誇りをもって受け継がれてきた。 

首里の織物は、平織
ひらおり

と平織を基に展開させた紋織
もんおり

とに大別することができる。平

織には、諸取
むるどぅ

切
っちり

や手
てぃ

縞
じま

等があり、紋織には、花
はな

織
うい

や花織に絽
ろ

織
おり

を組み合わせた花倉
はなくら

織
うい

、道屯
どうとん

織
うい

（両緞
ろーとん

織
うい

）に加えて手
てぃ

花
ばな

織
おり

（縫
ぬい

取
とり

織
おり

）による花
はな

織
うい

手 巾
てぃさーじ

等が含まれる。ま

た、芭蕉
ばしょう

を生引きする煮 綛
にーがしー

芭蕉
ば さ

布
－

等、多様な技法が伝えられてきた。素材は絹が中

心で、ほかに苧
ちょ

麻
ま

や芭蕉等が使われる。染色には、 琉 球
りゅうきゅう

藍
あい

や沖縄産及び交易品の

（祝
しゅく

嶺
みね

 恭子
きょうこ

 氏） （制作中の祝嶺氏） 
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天然染料等が用いられ、絣
かすり

は手結
てぃゆい

を中心とした手
て

括
くく

りで、製織は地機
じ ば た

及び投
な

げ杼
び

に

よる高機
たかばた

の手織
て お り

によって行われる。 

首里の織物は、一つの地域に伝承される染織技法としては、その多様性と洗練度

において他に類例を見ない特徴を持つものである。 

以上のように、首里の織物は、歴史上、芸術上価値が高く、かつ、地方的特色を

顕著に示す代表的な染織技法である。 

 

（２）保持者の認定について 

①保持者 

氏  名 祝
しゅく

嶺
みね

 恭子
きょうこ

 

生年月日 昭和１２年２月２６日（満８６歳） 

住  所 沖縄県那覇市 

 
②保持者の特徴 

同人は、伝統的な首里の織物の制作技法を高度に体得した染織作家として活躍

し、卓越した技量を示している。加えて、沖縄の伝統的な染織品の調査も精力的に

行い、その成果を自身の創作へと発展的に展開させている。また、同人は、斯界の

発展及び後進の指導・育成にも尽力している。 

 
③保持者の概要 

同人は、沖縄県那覇市に生まれ、高等学校を卒業後上京し、女子美術大学短期大

学部図工科（現 造形学科）に進学した。昭和３４年に同校を卒業後、同大学芸術

学部美術学科工芸科（現 デザイン・工芸学科工芸専攻）に編入、染織作家・柳
やなぎ

悦
よし

孝
たか

の指導の下、幅広い染織技法を学んだ。昭和３７年に郷里に戻ると、琉球政府立

首里高等学校（現 沖縄県立首里高等学校）染織科に勤務する傍ら、首里の織物を

はじめ、沖縄の伝統的な織物の研究と技術の習得に努め、首里の織物の技法を幅広

く修得した。 

同人は、国内外に残された沖縄の伝統的な染織品の調査・研究も精力的に行って

いる。平成４年には、文部省在外研究員として、ベルリン国立民族学博物館所蔵の

琉球の染織品の仔細な調査を行った。帰国後、調査結果を基に、衣裳の復元製作を

行い、さらに自らの創作へ色彩や意匠を発展的に展開させるなど、首里の織物の技

法・表現の研究を重ね、技の錬磨に努めて、伝統的な首里の織物の技法を高度に体

得した。 
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同人の作品の特徴は、過去の染織品の調査・研究によって得られた確かな技術を

基に、鮮やかな色彩を組み合わせて現代的な趣を生み出すところにあり、昭和５２

年、第１回全国伝統的工芸品展（現 全国伝統的工芸品公募展）において内閣総理

大臣賞を受賞するなど、高い評価を受けている。 

また、同人は、昭和６１年の沖縄県立芸術大学開学とともに美術工芸学部デザイ

ン工芸学科助教授に就任した。平成３年には沖縄県指定無形文化財「本場首里の織

物」の保持者に認定された。沖縄県立芸術大学を退官後は、平成１５年に祝嶺染織

研究所を開設するなど、伝統的な首里の織物の技法の伝承の中心となって、後進の

指導・育成にも尽力している。 

以上のように、同人は、首里の織物の制作技法を高度に正しく体得しており、か

つ、これに精通している。 

 
④保持者の略歴 

昭和３４年 女子美術大学短期大学部図工科（現 造形学科）卒業 

同 ３７年 女子美術大学芸術学部美術学科工芸科（現 デザイン・工芸学科工芸専攻）卒業 

同   年 琉球政府立首里高等学校（現 沖縄県立首里高等学校）染織科教諭（同４６年まで） 

同 ５２年 第１回全国伝統的工芸品展（現 全国伝統的工芸品公募展）内閣総理大臣賞 作品「手
てぃ

縞
じま

着尺
きじゃく

」 

同   年 沖展会員（現在に至る） 

同 ５５年 国画会会員（現在に至る） 

同 ６１年 沖縄県立芸術大学美術工芸学部デザイン工芸学科助教授（平成２年まで） 

同 ６２年 第２１回沖縄タイムス芸術選賞芸術大賞 

平成 ２年 沖縄県立芸術大学美術工芸学部デザイン工芸学科教授（同１４年まで） 

同  ３年 沖縄県指定無形文化財「本場首里の織物」保持者（現在に至る） 

同  ４年 文部省在外研究員としてドイツへ派遣（同５年まで） 

同 １５年 祝嶺染織研究所開設（現在に至る） 

同 １６年 第２４回伝統文化ポーラ賞優秀賞 

同 １８年 沖縄県立芸術大学名誉教授（現在に至る） 

同 ２７年 平成２７年度沖縄県功労者表彰 

 

（３）備考 

同分野の既認定者 

（死亡解除） 

宮平
みやひら

 初子
は つ こ

（平成１０年６月８日指定・認定～令和４年３月７日指定・認定解除） 
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２ 長
なが

板
いた

中
ちゅう

形
がた

  松
まつ

原
ばら

 伸
のぶ

生
お

 

 

「長板
ながいた

中 形
ちゅうがた

」は、昭和３０年２月１５日に重要無形文化財に指定されたが、昭和６

３年１１月１５日、保持者の逝去により指定が解除された。今回、改めて指定すると

ともに、松原
まつばら

氏をその保持者として認定するものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）重要無形文化財の指定について 

①名称 

長板
ながいた

中 形
ちゅうがた

 

 
②重要無形文化財の概要 

長板
ながいた

中 形
ちゅうがた

は型
かた

染
ぞめ

の一種で、型紙を用いた伝統的な染色技法である。長さ約三間半
さんげんはん

の樅
もみ

の張
は

り板
いた

に生地を張り、模様が彫られた型紙を送り繋いで、箆
へら

を用いて防染
ぼうせん

糊
のり

を生地に置いていく。糊を乾かした後、更に裏面からも同様に、表面の模様に合わ

せて型付
かたつけ

をし、これを本藍
ほんあい

の染め液に浸して染め上げる。 

中 形
ちゅうがた

とは、文様が小紋
こ も ん

より大きく大紋
だいもん

より小さいことに由来する。中形の型紙は

絵画的な図柄に適し、多くは浴衣
ゆ か た

染
ぞめ

に用いられたことから、江戸時代中期以降、中 形
ちゅうがた

染
ぞめ

は木綿の普及とともに浴衣染の技法として定着したと考えられている。型紙の文

様に合わせて、防染糊の加減や箆の動かし方を工夫することで、染め残された生地

の白と藍との対比によって、簡素な美しさや清涼感を生み出すところに、高い芸術

的感覚と優れた技術が要求される。 

以上のように、長板中形は、芸術上価値が高く、また工芸史上重要な地位を占め

る技法である。 

 
（松原

まつばら

 伸生
の ぶ お

 氏） （制作中の松原氏） 



 

26 

（２）保持者の認定について 

①保持者 

氏  名 松原
まつばら

 伸生
の ぶ お

 

生年月日 昭和４０年６月１４日（満５８歳） 

住  所 千葉県君津市 

 
②保持者の特徴 

同人は、伝統的な長板中形の技法を高度に体得し、卓越した技量を持つ染色作家

として活躍している。同人は、長板中形の多様な染色工程を一貫して一人で行い、

また、各工程において丁寧な作業を重ねることで、生地や型紙の選択を自在とし、

型紙の良さを生かした独自の長板中形の世界を構築した。また、同人は、後進の指

導・育成にも尽力している。 

 
③保持者の概要 

同人は、東京都江戸川区に染色作家・松原
まつばら

利男
と し お

の長男として生まれた。昭和５９

年、東京都立工芸高等学校デザイン科を卒業後、一家が工房を千葉県君津市へと移

すと、同人も父に師事しながら、伝統的な長板中形の染色技法を修得した。 

長板中形は、箆
へら

で型紙を通して防染糊を生地に置く型付
かたつけ

と、本藍
ほんあい

での染色との分

業により発展してきたが、同人の祖父・松原
まつばら

定吉
さだきち

（昭和３０年重要無形文化財「長

板中形」（各個認定）保持者）は両者を統合して一貫した制作として取り組み、父・

利男、そして同人もその志を受け継いだ。同人は、作業時の天候や文様に合わせた

糊
のり

作り、文様のずれなく型紙を送る型付に加え、染色前に豆
ご

汁
じる

を生地に刷毛
は け

で引く

地入
じ い

れ(呉入
ご い

れ）や、藍
あい

建
だ

てからさらに藍
あい

染
ぞめ

に至るまで、多様な染色工程を一人でこ

なし、技の錬磨と向上に努め、伝統的な長板中形の技法を高度に体得した。 

同人の作品では、木綿だけでなく、麻や絹も素材として用いている。また、伝統

的な長板中形の技法を土台に、小紋
こ も ん

染
ぞめ

にも通じる精緻な図柄を取り入れるところを

特徴とする。そのため、染色前の生地の下拵
したごしら

えや、本藍の染め液に入れる時間や回

数の調整など、丁寧な作業を重ねることで、生地の特性を生かした型紙の選択が可

能となり、型紙の良さを忠実に表現しつつ、本藍の深淵な色彩が冴える清新な作風

を確立し、同人独自の長板中形の世界を構築した。 

同人は日本伝統工芸展を中心に作品を発表しており、平成２６年の第６１回展に

おいて高松宮記念賞（優秀賞）を、令和２年、第６７回展では日本工芸会保持者賞

（優秀賞）を受賞している。さらに、平成３０年に第３８回伝統文化ポーラ賞優秀
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賞を受賞するなど、多方面から高い評価を得ており、令和３年には紫綬褒章を受章

した。 

また、同人は平成２６年から公益社団法人日本工芸会の監事を、令和２年以降は

理事を務めるなど同会の要職に就き、また、同年、第６７回日本伝統工芸展におい

て鑑査委員を務めるなど、後進の指導・育成にも尽力している。 

以上のような活動が評価され、同人は、平成２９年に千葉県指定無形文化財「長

板中形」保持者として認定を受け、現在も自らの工房で後進育成を行ったり、型染

や長板中形を主題とする展示や調査に協力したりするなど、その活動は多岐にわた

っている。 

以上のように、同人は、長板中形の制作技法を高度に正しく体得しており、かつ、

これに精通している。 

 
④保持者の略歴 

昭和５９年 東京都立工芸高等学校デザイン科卒業 

同   年 父・松原
まつばら

利男
と し お

に師事（平成１７年まで） 

同 ６２年 第３４回日本伝統工芸展初入選 

平成 ３年 社団法人日本工芸会（現 公益社団法人日本工芸会）正会員（現在に至る） 

同 １７年 父の跡を継ぎ、「藍
あい

形
かた

染
ぞめ

まつばら」を主宰（現在に至る） 

同 ２１年 第５６回日本伝統工芸展日本工芸会新人賞 作品「長板
ながいた

中形
ちゅうがた

着尺
きじゃく

「斜
なな

め菊花
き っ か

文
もん

」」 

同 ２６年 公益社団法人日本工芸会監事（令和２年まで） 

同   年 第６１回日本伝統工芸展高松宮記念賞（優秀賞） 作品「長板
ながいた

中形
ちゅうがた

着尺
きじゃく

「 漣
さざなみ

文
もん

」」 

同 ２９年 千葉県指定無形文化財「長板中形」保持者（現在に至る） 

同 ３０年 第３８回伝統文化ポーラ賞優秀賞 

令和 ２年 公益社団法人日本工芸会理事（現在に至る） 

同   年 第６７回日本伝統工芸展鑑査委員 

同   年 第６７回日本伝統工芸展日本工芸会保持者賞（優秀賞） 作品「長板
ながいた

中 形
ちゅうがた

麻地
あ さ じ

着尺
きじゃく

「蒲
がま

縞
しま

萩
はぎ

文
もん

」」 

同  ３年 紫綬褒章 

 

（３）備考 

同分野の既認定者 

（死亡解除） 

松原
まつばら

 定吉
さだきち

（昭和３０年２月１５日指定・認定～同３０年１２月３０日認定解除） 

清水
し み ず

 幸太郎
こうたろう

（昭和３０年２月１５日指定・認定～同６３年１１月１５日指定・認定解除） 

  



 

28 

〔２．重要無形文化財の保持者の追加認定（各個認定）〕 

 
（芸能の部） 

 

１ 能
のう

シテ方
かた

  金剛
こんごう

 永謹
ひさのり

 

 

「能
のう

シテ方
かた

」は、昭和３０年２月１５日に重要無形文化財に指定され、現在、保持

者として友枝
ともえだ

昭
あき

世
よ

氏、梅
うめ

若
わか

善政
よしまさ

（芸名 梅
うめ

若桜
わかろう

雪
せつ

）氏、大槻文藏
おおつきぶんぞう

氏、大坪
おおつぼ

近司
き ん じ

（芸名 

大坪喜
おおつぼき

美
み

雄
お

）氏が認定されている。現保持者に加えて、金剛氏を保持者として「追加

認定」するものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）重要無形文化財「能シテ方」について 

能は、１４世紀後半から１５世紀にかけて、観阿弥
か ん あ み

、世阿弥
ぜ あ み

等によって大成された仮

面を用いる楽劇
がくげき

である。 

能シテ方は、ワキ方、囃子方、狂言方とともに能を成立させる技法で、シテ、ツレ等

の曲中の人物を演じるほか、地謡
じうたい

、後見
こうけん

なども担当する。能はシテ方による 謡
うたい

や舞を

中心に構成された芸能であり、能シテ方は能を成立させるために不可欠な技法である

とともに、芸術上特に価値が高く、芸能史上特に重要な地位を占めるものである。 

  

（金
こん

剛
ごう

 永
ひさ

謹
のり

 氏） （演技中の金剛氏） 
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（２）保持者の認定について 

①保持者 

氏  名 金剛
こんごう

 永謹
ひさのり

 

生年月日 昭和２６年６月２４日（満７２歳） 

住  所 京都府京都市 

 
②保持者の特徴 

同人は、伝統的なシテ方金剛流の技法を高度に体現し、現在の能楽界を代表する

シテ方の一人として重要な位置を占めている。また長年にわたり、後進の指導・育

成にも尽力している。 

 
③保持者の概要 

同人は、幼少より父である金剛流二十五世宗家金剛
こんごう

巌
いわお

に師事し、昭和３１年に初

舞台を踏み、以後重要曲を披きつつ芸歴を重ね、平成１０年には二十六世宗家を継

承した。 

シテ方五流の中でも特に舞の型が多く、優美かつ華やかな芸風に特色を有する金

剛流の伝統的技法を高度に体現し、かつ響きの深みや豊かさを湛えた謡を特徴とす

る同人の舞台は、豪快で躍動感のある切
きり

能
のう

のみならず、直面物
ひためんもの

、鬘物
かずらもの

、老女物など

あらゆる曲柄において、常に優美さと品格の高さを保持している。また同人は「雪」

「内外詣
うちともうで

」等同流のみに伝わる曲のほか、「薄
すすき

」等の復曲、「面影
おもかげ

」等の新作能の

上演にも積極的に携わり、成果を上げつつ意欲的な舞台活動を継続している。 

また同人は、平成１５年に流儀の本拠である金剛能楽堂を約１４０年ぶりに移転

開館させるなど、流儀の伝承基盤の整備にも尽力してきた。斯界の要職をも歴任し、

とりわけ令和３年からは一般社団法人日本能楽会会長の任にあって、能楽界全体を

見通す広い視野に立って、後進育成や斯界の振興にも責務を果たしている。 

以上のように、同人は、能シテ方の技法を正しく体得し、かつ、これに精通して

いるとともに、その技法を高度に体現している。 

 
④保持者の略歴 

昭和３１年 仕舞「猩 々
しょうじょう

」にて初舞台 

同 ３３年 「猩々」で初シテ 

同 ４１年 「翁
おきな

」を披
ひら

く 

同 ４７年 「道
どう

成寺
じょうじ

」を披く 

平成 ３年 重要無形文化財「能楽」（総合認定）保持者（現在に至る） 
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同 １０年 金剛流二十六世宗家を継承 

同   年 財団法人金剛能楽堂財団（現 公益財団法人金剛能楽堂財団）理事長（現在に至る） 

同 １３年 「檜垣
ひ が き

」を披く 

同 １５年 金剛能楽堂を四条室町より一条下る龍前町へ移転、開館 

同 ２４年 京都市立芸術大学客員教授（現在に至る） 

同 ２６年 「姨捨
おばすて

」を披く 

同 ２９年 平成２８年度（第６７回）芸術選奨文部科学大臣賞 

同 ３０年 紫綬褒章 

令和 元年 一般社団法人金剛能楽会代表理事（現在に至る） 

同  ３年 一般社団法人日本能楽会会長（現在に至る） 

同  ５年 令和４年度恩賜賞・日本芸術院賞 

 

（３）備考 

同分野の既認定者 

（死亡解除） 

十四世 喜多
き た

 六
ろっ

平
ぺい

太
た

（昭和３０年２月１５日指定・認定～同４６年１月１１日認定解除） 

近藤
こんどう

 乾三
けんぞう

（昭和４１年４月２５日認定～同６３年１０月１日認定解除） 

桜
さくら

間
ま

 道
みち

雄
お

（昭和４５年４月２５日認定～同５８年５月２７日認定解除） 

後
ご

藤
とう

 得
とく

三
ぞう

（昭和４５年４月２５日認定～平成３年７月２２日認定解除） 

豊
て

島
しま

 彌
や

平
へい

（芸名 豊
て

嶋
しま

 彌
や

左
ざ

衛
え

門
もん

）（昭和５２年４月２５日認定～同５３年１月３日認定解除） 

高橋
たかはし

 進
すすむ

（昭和５３年４月２６日認定～同５９年１０月１９日認定解除） 

松
まつ

本
もと

 惠
しげ

雄
お

（平成３年４月１９日認定～同１５年２月５日認定解除） 

観
かん

世
ぜ

 靜
しず

夫
お

（芸名 観
かん

世
ぜ

 銕
てつ

之
の

亟
じょう

）（平成７年５月３１日認定～同１２年７月３日認定解除） 

粟
あわ

谷
や

 菊
きく

生
お

（平成８年５月１０日認定～同１８年１０月１１日認定解除） 

片山
かたやま

 博
ひろ

太郎
た ろ う

（芸名 片山
かたやま

 幽
ゆう

雪
せつ

）（平成１３年７月１２日認定～同２７年１月１３日認定解除） 

三川
み か わ

 泉
いずみ

（平成１５年７月１０日認定～同２８年２月１３日認定解除） 

野村
の む ら

 四郎
し ろ う

（芸名 野村
の む ら

 幻
げん

雪
せつ

）（平成２８年９月３０日認定～令和３年８月２１日認定解除） 

（現保持者） 

友枝
ともえだ

 昭
あき

世
よ

（平成２０年９月１１日認定） 

梅
うめ

若
わか

 善政
よしまさ

（芸名 梅
うめ

若
わか

 桜
ろう

雪
せつ

）（平成２６年１０月２３日認定） 

大槻
おおつき

 文藏
ぶんぞう

（平成２８年９月３０日認定） 

大坪
おおつぼ

 近司
き ん じ

（芸名 大坪
おおつぼ

 喜
き

美
み

雄
お

）（令和４年１０月３１日認定） 
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２ 狂 言
きょうげん

  茂山
しげやま

 眞
しん

吾
ご

（芸名 茂山
しげやま

 七五三
し め

） 

 

「狂 言
きょうげん

」は、昭和４２年４月１０日に重要無形文化財に指定され、現在、保持者と

して野村
の む ら

太良
た ろ う

（芸名 野村
の む ら

萬
まん

）氏、野村二
の む ら じ

朗
ろう

（芸名 野村
の む ら

万作
まんさく

）氏、山本
やまもと

東次郎
とうじろう

氏が認

定されている。現保持者に加えて、茂山氏を保持者として「追加認定」するものであ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）重要無形文化財「狂言」について 

狂言は、平安時代猿楽
さるがく

の直系の芸能で、日本の生んだ最古の喜劇である。１４世紀

から、能と狂言とはそれぞれの専門に分かれながら、しかも同じ舞台で交互に上演さ

れるのを常として、互いに影響を与えあって発展を遂げ、狂言は独自の格調のある明

朗洒脱な科白劇として大成した。また歌舞伎、人形浄瑠璃その他の近世芸能に多大な

影響を与えており、狂言は芸術上特に価値が高く、歴史上特に重要な地位を占める芸

能である。 

 

（２）保持者の認定について 

①保持者 

氏  名 茂山
しげやま

 眞
しん

吾
ご

（芸名  茂山
しげやま

 七五三
し め

） 

生年月日 昭和２２年８月３０日（満７５歳） 

住  所 京都府京都市 

（茂山
しげやま

 眞
しん

吾
ご

 氏） （演技中の茂山氏 撮影：桂秀也） 
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②保持者の特徴 

同人は、大
おお

蔵
くら

流
りゅう

茂山家の狂言の技法を高度に体現し、かつ独自の芸風を確立して

いる。現在の能楽界を代表する狂言方の一人として重要な位置を占めており、後進

の指導・育成にも尽力している。 

 
③保持者の概要 

同人は、狂言方大蔵流四世茂山
しげやま

千作
せんさく

（平成元年重要無形文化財「狂言」（各個認

定）保持者）の次男として京都に生まれた。幼少より祖父・三世茂山千作（昭和５

１年重要無形文化財「狂言」（各個認定）保持者）及び父に師事した同人は、その

薫陶を受け長年研鑽を積み、重要曲を経験しつつ着実に芸歴を重ねた。同人は大蔵

流のなかでも、明朗で写実的な味わいを特徴とする京都の茂山家の芸を高度に体現

しつつ、堅実味と軽妙さをも併せ持つ独自の芸風を確立するに至っている。また能

の間狂言
あいきょうげん

にも力量を示すほか、古稀以降「枕
まくら

物狂
ものぐるい

」や「庵
いおり

梅
のうめ

」といった三老曲

と呼ばれる難曲でも成果を上げている。 

なお同人は、現在、若手の多い茂山千五郎家を統率する立場にあって、後進育成

に尽力するほか、長年にわたり国内外の伝承者養成も継続している。さらには斯界

団体の要職をも務め、ひろく能楽の伝承・振興にも力を注いでいる。 

以上のように、同人は、狂言の技法を正しく体得し、かつ、これに精通するとと

もに、その技法を高度に体現している。 

 
④保持者の略歴 

昭和２６年 「業平
なりひら

餅
もち

」の子方
こ か た

で初舞台 

同 ４０年 「三番三
さんばそう

」を披
ひら

く 

同 ４４年 「釣
つり

狐
ぎつね

」を披く 

同 ５３年 「花子
は な ご

」を披く 

平成 ２年 「 狸
たぬきの

腹鼓
はらつづみ

」を披く 

同  ３年 重要無形文化財「能楽」（総合認定）保持者（現在に至る） 

同  ７年 二世茂山
しげやま

七五三
し め

を襲名 

同 １３年 チェコ人による狂言劇団「なごみ狂言会チェコ」指導（現在に至る） 

同 １５年 京都能楽会理事長（同２５年まで） 

同 １９年 京都府文化賞功労賞 

同 ２１年 名張市市政功労者特別表彰者 

同 ２３年 京都市文化功労者表彰 

同 ２７年 京都市芸術文化協会賞 
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令和 元年 一般社団法人日本能楽会理事（現在に至る） 

同   年 「枕
まくら

物狂
ものぐるい

」を披く 

同  ２年 令和元年度（第７０回）芸術選奨文部科学大臣賞 

同  ５年 「庵
いおり

梅
のうめ

」を披く 

 

（３）備考 

同分野の既認定者 

（死亡解除） 

茂山
しげやま

 久
きゅう

治
じ

（芸名 善
ぜん

竹
ちく

 彌五郎
や ご ろ う

）（昭和３９年４月２１日指定・認定～同４０年１２月１７日指定・認定解除） 

野村
の む ら

 万造
まんぞう

（芸名 六世 野村
の む ら

 万蔵
まんぞう

）（昭和４２年４月１０日指定・認定～同５３年５月６日認定解除） 

茂山
しげやま

 真一
まさかず

（芸名 三世 茂山
しげやま

 千作
せんさく

）（昭和５１年４月３０日認定～同６１年７月１９日認定解除） 

三宅
み や け

 藤九郎
とうくろう

（芸名 七世 三宅
み や け

 庄市
しょういち

）（昭和５４年４月２１日認定～平成２年１２月１９日認定解除） 

茂山
しげやま

 七五三
し め

（芸名 四世 茂山
しげやま

 千作
せんさく

）（平成元年５月６日認定～同２５年５月２３日認定解除） 

（現保持者） 

野村
の む ら

 太良
た ろ う

（芸名 野村
の む ら

 萬
まん

）（平成９年６月６日認定） 

野村
の む ら

 二
じ

朗
ろう

（芸名 野村
の む ら

 万作
まんさく

）（平成１９年９月６日認定） 

山本
やまもと

 東次郎
とうじろう

（平成２４年１０月４日認定） 
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３ 人
にん

形
ぎょう

浄
じょう

瑠
る

璃
り

文
ぶん

楽
らく

人
にん

形
ぎょう

  大西
おおにし

 彰
あきら

（芸名 吉田
よ し だ

 玉男
た ま お

） 

 

「 人形
にんぎょう

浄瑠璃
じょうるり

文楽
ぶんらく

人形
にんぎょう

」は、昭和５２年４月２５日に重要無形文化財に指定され、

現在、保持者として平尾
ひ ら お

勝
かつ

義
よし

（芸名 吉田
よ し だ

簑
みの

助
すけ

）氏、荻野
お ぎ の

恒
つね

利
とし

（芸名 吉田
よ し だ

和生
か ず お

）氏、

宮
みや

永
なが

豊
とよ

実
み

（芸名 桐
きり

竹
たけ

勘
かん

十
じゅう

郎
ろう

）氏が認定されている。現保持者に加えて、大西氏を保

持者として「追加認定」するものである。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（１）重要無形文化財「 人形
にんぎょう

浄瑠璃
じょうるり

文楽
ぶんらく

人形
にんぎょう

」について 

人形浄瑠璃文楽は、三 業
さんぎょう

(太夫
た ゆ う

・三味線・人形)で構成される舞台芸術で、１８世紀

中頃に大成した。物語を語る太夫、各場面の情景等を表現する三味線、太夫と三味線

の義太夫
ぎ だ ゆ う

節
ぶし

にのせて演技する人形によって展開する。人形浄瑠璃文楽の人形は、一つ

の人形を主遣
おもづか

い、左 遣
ひだりづか

い、足遣
あしづか

いの三人で遣うという世界の人形芝居にその比を見な

い繊細巧緻なもので、高度の芸術的価値を持つとともに、その演技演出の様式等、我

が国演劇史上に遺した足跡は大きく、芸能史的にも重要な地位を占めている。 

 

（２）保持者の認定について 

①保持者 

氏  名 大
おお

西
にし

 彰
あきら

（芸名 吉
よし

田
だ

 玉
たま

男
お

） 

生年月日 昭和２８年１０月６日（満６９歳） 

住  所 大阪府八尾市 

（大西
おおにし

 彰
あきら

 氏） （演技中の大西氏 撮影：滝澤めぐみ） 
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②保持者の特徴 

同人は、伝統的な人形
にんぎょう

浄瑠璃
じょうるり

文楽
ぶんらく

人形
にんぎょう

の技法を高度に体現し、とりわけ時代物

の立役に力量を発揮しており、斯界を代表する一人として活躍し、重要な位置を占

めている。また、後進の指導・育成にも尽力している。 

 
③保持者の概要 

同人は、中学生の頃に大阪の朝日座で人形の足遣いを経験したことを機に人形遣

いを志し、昭和４３年、初世吉田玉男（同５２年重要無形文化財「人形浄瑠璃文楽

人形」（各個認定）保持者）に入門し吉田玉女
た ま め

を名乗り、同４４年に初舞台を踏ん

だ。以後も研鑽に励み、昭和６２年には重要無形文化財「人形浄瑠璃文楽」（総合

認定）保持者の認定を受け、平成２７年には二代目吉田玉男を襲名した。 

同人は、師の薫陶を受けて修練に努め、立役人形遣いとして一筋に歩み、「心中
しんじゅう

宵
よい

庚申
ごうしん

」の半兵衛
は ん べ え

等、世話物の立役にも優れた成果を示しつつ、とりわけ「菅原
すがわら

伝授
でんじゅ

手習
てならい

鑑
かがみ

」の松
まつ

王
おう

丸
まる

や菅丞
かんしょう

相
じょう

、「一 谷 嫩
いちのたにふたば

軍記
ぐ ん き

」の熊谷
くまがい

次郎
じ ろ う

直
なお

実
ざね

といった時代物の

立役に力量を発揮している。豪胆でありながら品格ある芸風で、主要な役柄を的確

に演じており、今日の人形浄瑠璃文楽の上演のために欠かせない存在となってい

る。 

これら同人の舞台に対しては、平成２６年に日本芸術院賞、令和２年に紫綬褒章、

同５年に松尾芸能賞優秀賞等が授与されている。 

また、同人は、国立劇場伝統芸能伝承者養成「文楽」研修の講師を務め後進の指

導・育成に尽力し、さらに、左遣いや足遣いなどの配役を決める「小割
こ わ り

委員」を務

めるなど、斯界において重要な位置を占めている。 

以上のように、同人は、人形浄瑠璃文楽人形の技法を正しく体得し、かつ、これ

に精通しているとともに、その技法を高度に体現している。 

 
④保持者の略歴 

昭和４３年 初世吉田玉男に入門、吉田玉女
た ま め

を名乗る 

同 ４４年 「菅原
すがわら

伝授
でんじゅ

手習
てならい

鑑
かがみ

・寺子屋の段」の菅
かん

秀才
しゅうさい

で初舞台 

同 ６２年 重要無形文化財「人形浄瑠璃文楽」（総合認定）保持者（現在に至る） 

平成１４年 国立劇場伝統芸能伝承者養成「文楽」研修講師（現在に至る） 

同 １７年 平成１６年度（第２４回）国立劇場文楽賞文楽優秀賞（以後、同２０年、２３年、令和２年受賞） 

同   年 小割
こ わ り

委員を務める（現在に至る） 

同 ２４年 第３２回伝統文化ポーラ賞優秀賞 
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同 ２５年 平成２４年度（第３２回）国立劇場文楽賞文楽大賞（以後、同２８年受賞） 

同 ２６年 第７０回日本芸術院賞 

同 ２７年 二世吉田玉男を襲名 

同 ２８年 平成２７年度大阪文化祭賞優秀賞 

令和 ２年 令和元年度大阪文化祭賞 

同   年 紫綬褒章 

同  ５年 第４４回松尾芸能賞優秀賞 

 

（３）備考 

同分野の既認定者 

（死亡解除） 

磯
いそ

川
がわ

 佐
さ

吉
きち

（芸名 二世 桐
きり

竹
たけ

 紋
もん

十
じゅう

郎
ろう

）（昭和４０年４月２０日指定・認定～同４５年８月２１日指定・認定解除） 

上田
う え だ

 末一
すえいち

（芸名 吉田
よしだ

 玉男
たまお

）（昭和５２年４月２５日指定・認定～平成１８年９月２４日認定解除） 

宮
みや

永
なが

 豊
ゆたか

（芸名 二世 桐
きり

竹
たけ

 勘
かん

十
じゅう

郎
ろう

）（昭和５７年４月２０日認定～同６１年８月１４日認定解除） 

塚
つか

本
もと

 和
かず

男
お

（芸名 吉
よし

田
だ

 文
ぶん

雀
じゃく

）（平成６年６月２７日認定～同２８年８月２０日認定解除） 

（現保持者） 

平
ひら

尾
お

 勝
かつ

義
よし

（芸名 吉
よし

田
だ

 簑
みの

助
すけ

）（平成６年６月２７日認定） 

荻
おぎ

野
の

 恒
つね

利
とし

（芸名 吉
よし

田
だ

 和生
か ず お

）（平成２９年１０月２日認定） 

宮永
みやなが

 豊
とよ

実
み

（芸名 桐
きり

竹
たけ

 勘
かん

十
じゅう

郎
ろう

）（令和３年１０月２８日認定） 
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４ 歌舞伎
か ぶ き

脇役
わきやく

  小川
お が わ

 進一
しんいち

（芸名 中村
なかむら

 歌六
か ろ く

） 

 

「歌舞伎
か ぶ き

脇役
わきやく

」は、平成９年６月６日に重要無形文化財に指定され、現在、保持者と

して河
こう

野
の

均
ひとし

（芸名 中
なか

村
むら

東
とう

蔵
ぞう

）氏が認定されている。現保持者に加えて、小川氏を保持

者として「追加認定」するものである。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（１）重要無形文化財「歌舞伎
か ぶ き

脇役
わきやく

」について 

歌舞伎脇役は、歌舞伎を成立させる上で欠くことのできない演技の一つで、今日では

一般に、主役を演じる立役や女方以外を指す呼称となっている。概して主役を補佐する

立場であるが、作品の展開にとって重要な役割を果たしている場合も多く、その演技に

は老若男女様々な役柄が含まれる。歌舞伎脇役は芸術上特に価値が高く、芸能史上特に

重要な地位を占め、歌舞伎を構成する上で極めて重要な技法である。 

 

（２）保持者の認定について 

①保持者 

氏  名 小川
お が わ

 進一
しんいち

（芸名 中村
なかむら

 歌六
か ろ く

） 

生年月日 昭和２５年１０月１４日（満７２歳） 

住  所 東京都世田谷区 

  

（小
お

川
がわ

 進
しん

一
いち

 氏） （演技中の小川氏 撮影：福田尚武） 
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②保持者の特徴 

同人は、主役を支える重要な役を数多く演じ、殊に近年においては主要な老け役

を多く務めるなど、舞台で存在感を示しており、斯界において重要な位置を占めて

いる。また、後進の指導・育成にも尽力している。 

 

③保持者の概要 

同人は昭和２５年、二世中村歌
か

昇
しょう

の長男として東京都に生まれ、同３０年、歌舞

伎座にて四世中村米
よね

吉
きち

を名乗って初舞台を踏んだ。以後も研鑽に励み、歌舞伎俳優

の伝統的技法を高度に体現し、昭和４９年には重要無形文化財「歌舞伎」（総合認

定）保持者の認定を受け、同５６年には、曾祖父の芸名であった中村歌六を襲名し、

現在に至っている。 

同人は、主役を支える重要な役を数多く演じており、殊に近年においては、「ひ

らかな盛衰記
せいすいき

」の権四郎
ごんしろう

や「義経
よしつね

千本
せんぼん

桜
ざくら

」の弥
や

左
ざ

衛門
え も ん

といった主要な老け役を多く

務め、舞台において模範的なわざを体現している。役を深く掘り下げ、多彩な役に

演技力を発揮する同人は、舞台で存在感を示しており、斯界からの信頼も厚い。さ

らに、上演が途絶えた演目の復活にも精力的に参加しており、平成２６年、国立劇

場において「伊
い

賀
が

越
ごえ

道
どう

中
ちゅう

双
すご

六
ろく

・岡
おか

崎
ざき

」で山
やま

田
だ

幸
こう

兵
べ

衛
え

を務める等、長らく上演をみな

かった演目の復活にも貢献している。 

このような同人に対しては、これまでに第６５回芸術選奨文部科学大臣賞、第７

２回日本芸術院賞、紫綬褒章等が贈られている。 

また、公益社団法人日本俳優協会や一般社団法人伝統歌舞伎保存会の監事を歴任

するなど斯界の要職を務め、歌舞伎の振興にも貢献し、長年にわたる豊富な舞台経

験を生かして後進の指導にも尽力している。 

以上のように、同人は、歌舞伎脇役の技法を正しく体得し、かつ、これに精通し

ているとともに、その技法を高度に体現している。 

 

④保持者の略歴 

昭和３０年 歌舞伎座「夏祭
なつまつり

浪花
な に わ

鑑
かがみ

」の倅
せがれ

市松
いちまつ

役ほかで、四世中村米
よね

吉
きち

を名乗り初舞台 

同 ４４年 国立劇場賞奨励賞（以後、同５６年受賞） 

同 ４９年 重要無形文化財「歌舞伎」（総合認定）保持者（現在に至る） 

同 ５６年 歌舞伎座「一
いち

條
じょう

大
おお

蔵
くら

譚
ものがたり

」の一條大蔵卿役で五世中村歌六を襲名 

同 ６０年 社団法人日本俳優協会幹事（平成７年まで） 

平成 ７年 社団法人日本俳優協会評議員（同２３年まで） 
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同  ８年 眞山青果賞奨励賞 

同 １９年 国立劇場優秀賞（以後、同２２年、同２６年受賞） 

同 ２２年 第３１回松尾芸能賞優秀賞 

同 ２４年 公益社団法人日本俳優協会監事（現在に至る） 

同 ２５年 一般社団法人伝統歌舞伎保存会監事（現在に至る） 

同 ２７年 第２２回読売演劇大賞優秀男優賞 

同   年 平成２６年度（第６５回）芸術選奨文部科学大臣賞 

同 ２８年 第７２回日本芸術院賞 

同 ３０年 紫綬褒章 

 

（３）備考 

同分野の既認定者 

（死亡解除） 

羽
はね

田
だ

 久
きゅう

太
た

郎
ろう

（芸名 六世 市
いち

川
かわ

 団
だん

之
の

助
すけ

）（昭和３５年４月１９日指定・認定～同３８年９月２７日指定・認定解除） 

中村
なかむら

 幸
ゆき

雄
お

（芸名 二世 中村
なかむら

 又
また

五
ご

郎
ろう

）（平成９年６月６日指定・認定～同２１年２月２１日認定解除） 

山中
やまなか

 宗
むね

雄
お

（芸名 澤村
さわむら

 田之
た の

助
すけ

）（平成１４年７月８日認定～令和４年６月２３日認定解除） 


かた

岡
おか

 
よし

人
ひと

（芸名 片岡
かたおか

 秀太郎
ひでたろう

）（令和元年１０月２５日認定～同３年５月２３日認定解除） 

（現保持者） 

河
こう

野
の

 均
ひとし

（芸名 中
なか

村
むら

 東
とう

蔵
ぞう

）（平成２８年９月３０日認定） 
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５ 琉
りゅう

球
きゅう

古
こ

典
てん

音
おん

楽
がく

  大
おお

湾
わん

 清
きよ

之
ゆき

 

 

「 琉 球
りゅうきゅう

古典
こ て ん

音楽
おんがく

」は、平成１２年６月６日に重要無形文化財に指定され、現在、保

持者として中村
なかむら

一雄
い ち お

氏が認定されている。現保持者に加えて、大湾氏を保持者として「追

加認定」するものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）重要無形文化財「 琉 球
りゅうきゅう

古典
こ て ん

音楽
おんがく

」について 

琉球古典音楽は、かつて琉球の士族たちが中心となって継承し磨き上げ、現在に伝

承されている伝統音楽である。三
さん

線
しん

と密接にかかわって発展し、後には箏や笛、胡弓、

太鼓なども伴奏楽器に加えて展開した。特に三線は、弾きながら歌うもので「歌三
うたさん

線
しん

」

とも呼ばれ、琉球古典音楽の中心となっている。 

琉球古典音楽は、独立した音楽として演奏されるほか、組
くみ

踊
おどり

や琉球舞踊にも欠くこ

とができないもので、歴史上、芸術上価値が高く、また地方的特色も顕著で、特に重

要なものである。 

 

（２）保持者の認定について 

①保持者 

氏  名 大湾
おおわん

 清之
きよゆき

 

生年月日 昭和２１年１１月１９日（満７６歳） 

住  所 沖縄県那覇市 

（大
おお

湾
わん

 清
きよ

之
ゆき

 氏） （演奏中の大湾氏） 
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②保持者の特徴 

同人は、伝統的な琉球古典音楽の技法を高度に体現し、積極的な舞台活動を展開

して卓越した技量を示している。また、斯界の発展及び後進の指導・育成にも尽力

している。 

 
③保持者の概要 

同人は、昭和２１年に沖縄県中頭郡
なかがみぐん

読谷村
よみたんそん

に生まれ、野村
の む ら

流三
さん

線
しん

演奏家の父のも

と幼い頃から伝統音楽に親しみ育ち、同３５年、琉球古典音楽野村流の歌三
うたさん

線
しん

を学

び始めた。昭和４１年に琉球古典音楽安冨
あ ふ

祖
そ

流の歌三線を宮里
みやざと

春
はる

行
ゆき

に師事した後は、

安冨祖流演奏家として研鑽に励み、同４３年に初舞台を務め、同５４年に教師免許、

同６２年に師範免許を取得した。平成１１年には琉球古典音楽安冨祖流の伝統的技

法を高度に体現しているとして、沖縄県指定無形文化財「沖縄伝統音楽安冨祖流」

保持者に認定された。また昭和４９年には大湾清之琉球古典音楽安冨祖流研究所を

開設し、後継者の育成も開始した。 

奥行きのある伸びやかな歌声と、細部まで行き届いた確かな三線演奏技法によっ

て、琉球古典音楽各曲を品位をもって表現する同人の演奏は高く評価されており、

国立劇場おきなわ主催公演をはじめとする多くの舞台に出演している。また同人は、

琉球古典音楽の理論的研究にも取り組み、研究成果に基づき、安冨祖流で伝承が途

絶えた「仲
なか

節
ぶし

」「長
なが

ヂャンナ節
ぶし

」等の復曲も行っている。 

このように優れた演奏活動を展開する一方、平成１８年から沖縄県立芸術大学助

教授、同２２年からは教授に就任し、自身の弟子ばかりでなく広く後進の指導にあ

たり、斯界の振興発展に貢献している。 

以上のように、同人は、琉球古典音楽の技法を正しく体得し、かつ、これに精通

するとともに、その技法を高度に体現している。 

 
④保持者の略歴 

昭和３５年 父・大湾清之
おおわんせいの

助
すけ

に師事し、琉球古典音楽野村
の む ら

流を学び始める 

同 ４１年 琉球古典音楽安冨
あ ふ

祖
そ

流の歌三線を宮里
みやざと

春
はる

行
ゆき

に、笛を大浜
おおはま

長栄
ちょうえい

に師事 

同 ４３年 宮里春行琉球古典音楽研究所第１０回鑑賞会にて初舞台 

同 ４６年 琉球新報社主催琉球古典芸能コンクール最高賞（笛部門） 

同 ４７年 笛の教師免許取得 

同 ４９年 大湾清之琉球古典音楽安冨祖流研究所開設 

同 ５１年 琉球新報社主催琉球古典芸能コンクール優秀賞（三線部門） 

同 ５４年 三線の教師免許取得 

同 ５６年 笛の師範免許取得 

同 ６１年 重要無形文化財「組踊」（総合認定）保持者（現在に至る） 
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同 ６２年 三線の師範免許取得 

平成 ８年 沖縄県指定無形文化財「沖縄伝統舞踊」保持者（同２１年まで） 

同 １１年 沖縄県指定無形文化財「沖縄伝統音楽安冨祖流」保持者（現在に至る） 

同 １４年 『琉球古典音楽の表層―様式と理論―』刊行（大湾清之著、株式会社アドバイザー、平成１４年１１月３日） 

同 １８年 沖縄県立芸術大学音楽学部琉球芸能専攻助教授（同２２年まで） 

同 ２１年 重要無形文化財「琉球舞踊」（総合認定）保持者（現在に至る） 

同 ２２年 沖縄県立芸術大学音楽学部琉球芸能専攻教授（同２４年まで） 

同 ２８年 「仲
なか

節
ぶし

」を復曲 

同 ２９年 平成２９年度沖縄県文化功労者表彰 

同   年 「長
なが

ヂャンナ節
ぶし

」を復曲 

 

（３）備考 

同分野の既認定者 

（死亡解除） 

島
しま

袋
ぶくろ

 正
まさ

雄
お

（平成１２年６月６日指定・認定～同３０年４月２４日認定解除） 

照喜名
て る き な

 朝一
ちょういち

（平成１２年６月６日指定・認定～令和４年９月１０日認定解除） 

（現保持者） 

中
なか

村
むら

 一
いち

雄
お

（令和元年１０月２５日認定） 
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（工芸技術の部） 

 

１ 木
もく

工
こう

芸
げい

  宮
みや

本
もと

 貞
てい

治
じ

  

 

「木
もく

工芸
こうげい

」は、昭和５９年４月９日に重要無形文化財に指定され、現在、保持者とし

て川北
かわぎた

良 造
りょうぞう

氏、中川
なかがわ

清司
きよつぐ

氏、村山
むらやま

明
あきら

氏、須田
す だ

賢司
け ん じ

氏が認定されている。現保持者に加

えて、宮本氏を保持者として「追加認定」するものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）重要無形文化財「木
もく

工芸
こうげい

」について 

豊富な樹種に恵まれた我が国の木工は、原始時代には始まり、用具の普及や技術の

流入などによって発展し、その後、我が国特有の素材を生かした展開を見せ、明治時

代以後は木工芸の各技術分野に名匠が現れた。 

木工芸の技法には指物
さしもの

・刳物
くりもの

・彫物
ほりもの

・挽物
ひきもの

・曲物
まげもの

等があり、その分野ごとに異なっ

た素材を用いるなど、それぞれが技術上の特色を有している。木工芸の制作は、素材

の特色を生かし、狂いが生じないようにするため長期にわたる入念な工程を要するも

ので、芸術上特に価値が高く、工芸史上特に重要な地位を占めるものである。 

 

（２）保持者の認定について 

①保持者 

氏  名 宮本
みやもと

 貞治
て い じ

 

生年月日 昭和２８年１０月１７日（満６９歳） 

住  所 滋賀県大津市  

（宮本
みやもと

 貞治
て い じ

 氏） （制作中の宮本氏） 
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②保持者の特徴 

同人は、伝統的な木工芸のうち刳物
くりもの

と指物
さしもの

の技法を高度に体得している。同人が

制作する、曲面を生かした形体に、稜線で装飾を施し、拭
ふき

漆
うるし

で仕上げた作品は、日

本伝統工芸展等で受賞を重ね、高い評価を得ている。中でも、同人が机や棚等の家

具を積極的に制作していることは特筆すべき点である。また、同人は、後進の指導・

育成にも尽力している。 

 

③保持者の概要 

同人は、昭和２８年に京都府京都市で生まれた。家具職人の父・宮本
みやもと

藤
とう

治
じ

の下で

木材や木工用具に囲まれて育ち、昭和５０年から、木工芸作家の黒田
く ろ だ

乾
けん

𠮷
きち

に師事し

て、刳物
くりもの

、指物
さしもの

等の伝統的な木工芸の技法を学んだ。独立後は、公募展への出品を

重ねながら技法・表現を研究してさらに研鑽を積み、木工芸の技法を高度に体得し

た。 

木工芸は、木材を用いて造形する多様な技法の総称である。同人はそのうち、刳物
くりもの

の技法による作品で受賞を重ねている。また、指物
さしもの

と刳物
くりもの

の技法を併用した幅広い

作品においても高い評価を得ており、箱等の器にとどまらず、机や棚等といった家

具を制作する技術を高度に体得していることは、同人の技術において特筆すべき点

である。 

同人が用いるのは、主に欅
けやき

や栃
とち

である。同人の制作は、刳物
くりもの

や指物
さしもの

の技法によっ

て曲面を生かした器や家具を形作り、その表面に、水面の波紋や波跡等に着想を得

た曲線を自作の 鉋
かんな

で施し、拭
ふき

漆
うるし

を繰り返して仕上げるものである。同人は、これ

らの制作を、各工程で現れる材の個性を見極めながら柔軟に進め、素材の特徴と自

身の表現を生かし合う造形を生み出す。伸びやかな形体に空間の広がりを感じさせ

る加飾を施した作品は、おおらかで洗練されたものとして長らく高い評価を得てい

る。 

同人は、日本伝統工芸展等を中心に作品を発表しており、平成７年、第４２回展

で日本工芸会奨励賞、同１５年の第５０回展で第５０回展記念賞（優秀賞）、同２

２年の第５７回展で日本工芸会奨励賞、同２４年の第５９回展で日本工芸会保持者

賞（優秀賞）を受賞した。その間、平成１６年に滋賀県指定無形文化財「木工芸」

保持者に認定され、同２５年には紫綬褒章を受章した。 

また、同人は、平成２５年から京都美術工芸大学工芸学部伝統工芸学科（現 芸

術学部デザイン・工芸学科）教授として指導を行うとともに、日本伝統工芸展の鑑

査委員等を務めるなど、後進の指導・育成にも尽力している。 

以上のように、同人は、木工芸の技法を高度に正しく体得しており、かつ、これ

に精通している。 
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④保持者の略歴 

昭和５０年 黒田
く ろ だ

乾
けん

𠮷
きち

に師事（同５９年まで） 

同 ５９年 第３１回日本伝統工芸展初入選 

同 ６２年 社団法人日本工芸会（現 公益社団法人日本工芸会）正会員（現在に至る） 

平成 ７年 第４２回日本伝統工芸展日本工芸会奨励賞 作品「栃
とち

漆
うるし

塗
ぬり

流
りゅう

文
もん

文
ふ

机
づくえ

」 

同 １５年 第５０回日本伝統工芸展第５０回展記念賞（優秀賞） 作品「栃拭
とちふき

漆
うるし

波紋盤
 は もんばん

」 

同 １６年 滋賀県指定無形文化財「木工芸」保持者（現在に至る） 

同 ２０年 第５５回日本伝統工芸展鑑査委員（以後審査委員含め７回） 

同 ２２年 第５７回日本伝統工芸展日本工芸会奨励賞 作品「栃
とち

拭
ふき

漆
うるし

流
りゅう

紋
もん

飾
かざり

箱
ばこ

」 

同 ２４年 公益社団法人日本工芸会監事（同２８年まで） 

同   年 第５９回日本伝統工芸展日本工芸会保持者賞（優秀賞） 作品「神
じん

代
だい

欅
けやき

拭
ふき

漆
うるし

流
りゅう

紋
もん

盛
もり

器
き

」 

同   年 平成２４年度滋賀県文化賞 

同 ２５年 京都美術工芸大学工芸学部伝統工芸学科教授 

同   年 紫綬褒章 

同 ３０年 京都美術工芸大学工芸学部美術工芸学科（現 芸術学部デザイン・工芸学科）特任教授（現在に至る） 

 

（３）備考 

同分野の既認定者 

（死亡解除） 

氷
ひ

見
み

 與
よ

三
そ

治
じ

（雅号 氷
ひ

見
み

 晃
こう

堂
どう

）（昭和４５年４月２５日指定・認定～同５０年２月２８日認定解除） 

黒田
く ろ だ

 辰
たつ

秋
あき

（昭和４５年４月２５日指定・認定～同５７年６月４日指定・認定解除） 

片
かた

岡
おか

 誠
せ

喜
き

男
お

（雅号 大
おお

野
の

 昭
しょう

和
わ

齋
さい

）（昭和５９年４月９日指定・認定～平成８年８月３０日認定解除） 

中䑓
なかだい

 眞
しん

三郎
ざぶろう

（雅号 中䑓
なかだい

 瑞
ずい

真
しん

）（昭和５９年４月９日指定・認定～平成１４年４月２３日認定解除） 

大
おお

坂
さか

 弘
ひろ

道
みち

（平成９年６月６日認定～令和２年９月２５日認定解除） 

灰
はい

外
そと

 達
たつ

夫
お

（平成２４年１０月４日認定～同２７年３月１４日認定解除） 

（現保持者） 

川
かわ

北
ぎた

 良
りょう

造
ぞう

（平成６年６月２７日認定） 

中
なか

川
がわ

 清
きよ

司
つぐ

（平成１３年７月１２日認定） 

村
むら

山
やま

 明
あきら

（平成１５年７月１０日認定） 

須
す

田
だ

 賢
けん

司
じ

（平成２６年１０月２３日認定） 
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２ 竹
ちく

工
こう

芸
げい

  藤
ふじ

塚
つか

 洋
ひろ

史
し

（雅号 藤
ふじ

塚
つか

 松
しょう

星
せい

） 

 

「竹
ちく

工芸
こうげい

」は、昭和５７年４月２０日に重要無形文化財に指定され、現在、保持者と

して藤沼
ふじぬま

昇
のぼる

氏が認定されている。現保持者に加えて、藤塚氏を保持者として「追加認定」

するものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）重要無形文化財「竹
ちく

工芸
こうげい

」について 

我が国の竹工技術は、素材の種類に恵まれ、簡素な美しさと強靭で弾力性に富む材

質の特色を発揮して発展してきた。その技法の種類は数多く、編
へん

組物
そ も の

・丸竹物
まるたけもの

・丸竹
まるたけ

組物
くみもの

等に分類される。 

竹工芸は、奈良時代における唐の技法の導入、中世における茶の湯の流行等にとも

なって展開し、近代には高い作家性を持つ作品が制作されるようになったもので、芸

術上特に価値が高く、工芸史上特に重要な地位を占めるものである。 

 

（２）保持者の認定について 

①保持者 

氏  名 藤
ふじ

塚
つか

 洋
ひろ

史
し

（雅号 藤
ふじ

塚
つか

 松
しょう

星
せい

） 

生年月日 昭和２４年５月２２日（満７４歳） 

住  所 神奈川県中郡 

  

（藤塚
ふじつか

 洋史
ひ ろ し

 氏） （制作中の藤塚氏） 
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②保持者の特徴 

同人は、伝統的な竹
ちく

工芸
こうげい

の技法を高度に体得している。異なる色に染め分けた竹

ひごを効果的に用い、明快な組みもしくは編みによって斬新な造形の作品を制作し

て、日本伝統工芸展等で受賞を重ねるなど、高く評価されている。また、後進の指

導・育成にも尽力している。 

 
③保持者の概要 

同人は、昭和２４年に北海道雨竜郡深川町（現 北海道深川市）で生まれ、会社

勤務を経て、竹工芸作家の馬場
ば ば

助治
す け じ

（雅号 馬場
ば ば

松堂
しょうどう

）に師事して基本的な竹工芸

の技法を学んだ。その後も、制作を重ねながら技法・表現を研究して研鑽を積み、

竹工芸の技法を高度に体得した。 

竹工芸には幅広い技法があり、とりわけ、竹ひごを用いる編組
へ ん そ

技法は多種にわた

る。同人はそのうち、ひごを並べ繋いで各部分を作り、それらを組み合わせる組み

の技法や、網代
あ じ ろ

編
あ

みなどの編みの技法を得意とし、器物を形作ることに重きを置い

た明快な編組
へ ん そ

を行う。 

また、同人の制作の特徴は、ひごの色彩に大きな役割を与えている点にある。例

えば、組みの技法では、異なる色面
しきめん

を持つ三角形のひごを並べて組むことで、作品

の形を際立たせ、編みの技法では、対比的な色のひごを取り合わせて編むことで、

ひごの線や編みの装飾的効果を高める。このように、異なる色に染め分けたひごを

効果的に用いることで、ひごが生み出す面と線で構成された動きのある作品を作り

出す。天体や自然等を主題とした、現代的で斬新な造形の作品は、竹工芸に新たな

可能性を示したとして高く評価されている。 

同人は、日本伝統工芸展等を中心に作品を発表しており、平成５年、第４０回展

で東京都知事賞（優秀賞）、同２１年の第５６回展で日本工芸会奨励賞、同２３年

の第５８回展で東京都知事賞（優秀賞）を受賞した。その後、平成２４年には紫綬

褒章を受章し、令和元年には第３９回伝統文化ポーラ賞優秀賞を受賞した。また同

人は、日本伝統工芸展の鑑査委員等を務めるなど、後進の指導・育成にも尽力して

いる。 

以上のように、同人は、竹工芸の技法を高度に正しく体得しており、かつこれに

精通している。 
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④保持者の略歴 

昭和４７年 馬場
ば ば

松堂
しょうどう

に師事（同５０年まで） 

平成 ３年 第３８回日本伝統工芸展初入選 

同  ５年 第４０回日本伝統工芸展東京都知事賞（優秀賞） 作品「網
あ

代
じろ

編
あみ

盛
もり

籃
かご

「夕
ゆう

波
なみ

」」 

同   年 社団法人日本工芸会（現 公益社団法人日本工芸会）正会員（現在に至る） 

同 ２１年 第５６回日本伝統工芸展日本工芸会奨励賞 作品「彩変化花籃
さいへんげはなかご

「天
あま

の河
がわ

」」 

同 ２２年 第５７回日本伝統工芸展鑑査委員（以後審査委員含め４回） 

同 ２３年 第５８回日本伝統工芸展東京都知事賞（優秀賞） 作品「緋
ひ

襷
だすき

文
もん

花
はな

籃
かご

「縄
じょう

文
もん

」」 

同 ２４年 紫綬褒章 

令和 元年 第３９回伝統文化ポーラ賞優秀賞 

 

（３）備考 

同分野の既認定者 

（死亡解除） 

飯
いい

塚
づか

 成
しげ

年
とし

（雅号 飯
いい

塚
づか

 小
しょう

玕
かん

齋
さい

）（昭和５７年４月２０日指定・認定～平成１６年９月４日認定解除） 

前田
まえだ

 房
ふさ

次
じ

（雅号 二代 前田
まえだ

 竹房
ちくぼう

斎
さい

）（平成７年５月３１日認定～同１５年３月１２日認定解除） 

早
はや

川
かわ

 修
しゅう

平
へい

（雅号 五世 早
はや

川
かわ

 尚
しょう

古
こ

齋
さい

）（平成１５年７月１０日認定～同２３年１２月７日認定解除） 

勝
かつ

城
しろ

 一
いち

二
じ

（雅号 勝
かつ

城
しろ

 蒼
そう

鳳
ほう

）（平成１７年８月３０日認定～令和５年１月２８日認定解除） 

（現保持者） 

藤
ふじ

沼
ぬま

 昇
のぼる

（平成２４年１０月４日認定） 
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〔３．重要無形文化財の指定及び保持者の団体の構成員の認定（総合認定）〕 

 

１ 日本
に ほ ん

舞踊
ぶ よ う

  日本
に ほ ん

舞踊
ぶ よ う

保
ほ

存
ぞん

会
かい

会
かい

員
いん

 ５６名 

 

（１）重要無形文化財の指定について 

①名称 

日本
に ほ ん

舞踊
ぶ よ う

 

 
②重要無形文化財の概要 

日本
に ほ ん

舞踊
ぶ よ う

は、主に江戸・東京の歌舞伎において初演された歌舞伎
か ぶ き

舞踊
ぶ よ う

や、京阪に

おいて主に座敷
ざ し き

舞
まい

として発展した京
きょう

舞
まい

及び上方
かみがた

舞
まい

から構成された、我が国の伝統的

な舞踊である。演目としては１８世紀以降につくられた歌舞伎舞踊が多くの割合を

占めるが、劇場振付師や舞踊師匠たちを中心に伝承されてきた点、また衣裳付
いしょうつけ

の上

演のみならず、本衣裳を排し、より踊り手の技芸に表現の重点をおいた、素踊りも

重要な上演形態となっている点など、歌舞伎を離れた独自の歴史や芸術上の表現を

有している。 

上演にあたっては、立方
たちかた

とともに、長唄
ながうた

、常磐津
と き わ ず

節
ぶし

、清元
きよもと

節
ぶし

、義太夫
ぎ だ ゆ う

節
ぶし

、地歌
じ う た

など

演奏を受け持つ地方
じ か た

も不可欠な構成要素となっており、御祝儀物
ごしゅうぎもの

と呼ばれる素踊り

の演目群に代表されるように、演奏用に開曲された曲に振付を加えた演目も、主要

な伝承曲となっている。 

歴史的には、例えば江戸時代初期の女歌舞伎のように、我が国には女性芸能者に

よる舞踊の系譜があったが、日本舞踊においても、歌舞伎の舞踊（所作事）、ある

いは京阪の舞を歌舞伎役者や劇場振付師等から習得し、一般の子女に伝承する役割

を果たした舞踊師匠には、女性が多く活躍した。そして劇場振付師、所作事に秀で

た歌舞伎役者、大名家等へ出入りして歌舞伎や舞踊を見せた女性たちである御狂言

師を母胎とし、西川流、藤間流、坂東流、花柳流、若柳流等の流派も誕生するよう

になった。京阪では井上流、山村流、吉村流等が生まれている。明治以降になると、

家元・宗家や舞踊師匠のなかからは、教授活動のみならず舞踊家として劇場の舞台

に立つ人々も現れ、日本舞踊はより芸術的に洗練されて現在に至る。 

以上のように、日本舞踊は、芸術上特に価値が高く、芸能史上特に重要な地位を

占めるものである。 
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（２）保持者の団体の構成員の認定について 

今回認定する５６名は、日本
に ほ ん

舞踊
ぶ よ う

の技法を高度に体現し、重要無形文化財「日本
に ほ ん

舞踊
ぶ よ う

」

の保持者としてふさわしい者であるので、重要無形文化財「日本舞踊」の保持者の団

体の構成員（日本
に ほ ん

舞踊
ぶ よ う

保存会
ほぞんかい

会員
かいいん

）として認定するものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（歌舞伎舞踊（素踊り）常磐津
と き わ ず

節
ぶし

「景
かげ

清
きよ

」） （京
きょう

舞
まい

 義太夫
ぎ だ ゆ う

節
ぶし

「小栗
お ぐ り

曲馬
きょくば

物語
ものがたり

」） 



 

51 

〔４．重要無形文化財の保持者の団体の構成員の追加認定（総合認定）〕 

 

１ 人形
にんぎょう

浄瑠璃
じょうるり

文楽
ぶんらく

（人形
にんぎょう

浄瑠璃
じょうるり

文楽座
ぶんらくざ

座員
ざ い ん

） 

 

「人形
にんぎょう

浄瑠璃
じょうるり

文楽
ぶんらく

」は、昭和３０年５月１２日に重要無形文化財に指定され、その保

持者として人形
にんぎょう

浄瑠璃
じょうるり

文楽座
ぶんらくざ

座員
ざ い ん

が総合的に認定され、現在６１名の保持者がいる。こ

れらの保持者に加えて、１名を保持者の団体の構成員として「追加認定」するものであ

る。 

 

（１）保持者の団体の構成員の追加認定 

今回認定しようとする１名は、人形浄瑠璃文楽の技法を高度に体現し、重要無形文

化財「人形浄瑠璃文楽」の保持者としてふさわしい者であるので、重要無形文化財「人

形浄瑠璃文楽」の保持者の団体の構成員（人形浄瑠璃文楽座座員）として追加認定す

るものである。 

 

（２）備考 

①追加認定の経過 

第 １次認定   ９９名  昭和３０年 ５月１２日 

第 ２次認定   １２名  昭和６２年 ４月２０日 

第 ３次認定    ４名  平成 ５年 ４月１５日 

第 ４次認定   １８名  平成１１年 ６月２１日 

第 ５次認定    ７名  平成１６年 ９月 ２日 

第 ６次認定    ３名  平成１９年 ９月 ６日 

第 ７次認定    ６名  平成２２年 ９月 ６日 

第 ８次認定    ４名  平成２６年１０月２３日 

第 ９次認定    ７名  平成２９年１０月 ２日 

第１０次認定    ５名  令和 ２年１０月 ９日 

現保持者数    ６１名 

 
②今回追加認定後の保持者数 

６２名（延べ１６６名） 
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２ 能楽
のうがく

（一般
いっぱん

社団
しゃだん

法人
ほうじん

日本
に ほ ん

能楽会
のうがくかい

会員
かいいん

） 

 

「能楽
のうがく

」は、昭和３２年１２月４日に重要無形文化財に指定され、その保持者として

一般
いっぱん

社団
しゃだん

法人
ほうじん

日本
に ほ ん

能楽会
のうがくかい

会員
かいいん

が総合的に認定され、現在５２３名の保持者がいる。これ

らの保持者に加えて、４２名を保持者の団体の構成員として「追加認定」するものであ

る。 

 

（１）保持者の団体の構成員の追加認定 

今回認定しようとする４２名は、能楽の技法を高度に体現し、重要無形文化財「能

楽」の保持者としてふさわしい者であるので、重要無形文化財「能楽」の保持者の団

体の構成員（一般社団法人日本能楽会会員）として追加認定するものである。 

 

（２）備考 

①追加認定の経過 

第 １次認定   ４０名  昭和３２年１２月 ４日 

第 ２次認定  １００名  昭和４０年 ４月２０日 

第 ３次認定   ３７名  昭和４２年 ５月３０日 

第 ４次認定   ４５名  昭和４７年 ５月１６日 

第 ５次認定  １１６名  昭和５０年 ５月２８日 

第 ６次認定   ６４名  昭和５３年 ５月３１日 

第 ７次認定   ６１名  昭和５７年 ５月２７日 

第 ８次認定   ６４名  昭和６１年 ４月２８日 

第 ９次認定   ７０名  平成 ３年１１月 １日 

第１０次認定   ５７名  平成１０年 ６月 ８日 

第１１次認定   ７２名  平成１３年 ７月１２日 

第１２次認定   ６７名  平成１６年 ９月 ２日 

第１３次認定   ２９名  平成１９年 ９月 ６日 

第１４次認定   ３３名  平成２３年 ９月 ５日 

第１５次認定   ６２名  平成２６年１０月２３日 

第１６次認定   ４５名  平成２９年１０月 ２日 

第１７次認定   ５１名  令和 ２年１０月 ９日 

現保持者数   ５２３名 

 
②今回追加認定後の保持者数 

５６５名（延べ１０５５名） 
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３ 歌
か

舞
ぶ

伎
き

（一
いっ

般
ぱん

社
しゃ

団
だん

法
ほう

人
じん

伝
でん

統
とう

歌
か

舞
ぶ

伎
き

保
ほ

存
ぞん

会
かい

会
かい

員
いん

） 

 

「歌
か

舞
ぶ

伎
き

」は、昭和４０年４月２０日に重要無形文化財に指定され、その保持者とし

て一
いっ

般
ぱん

社
しゃ

団
だん

法
ほう

人
じん

伝
でん

統
とう

歌
か

舞
ぶ

伎
き

保
ほ

存
ぞん

会
かい

会
かい

員
いん

が総合的に認定され、現在１９１名の保持者がい

る。これらの保持者に加えて、３２名を保持者の団体の構成員として「追加認定」する

ものである。 

 

（１）保持者の団体の構成員の追加認定について 

今回認定しようとする３２名は、歌舞伎の技法を高度に体現し、重要無形文化財「歌

舞伎」の保持者としてふさわしい者であるので、重要無形文化財「歌舞伎」の保持者

の団体の構成員（一般社団法人伝統歌舞伎保存会会員）として追加認定するものであ

る。 

 

（２）備考 

①追加認定の経過 

第 １次認定   ９０名  昭和４０年 ４月２０日 

第 ２次認定   ５７名  昭和４７年 ５月２８日 

第 ３次認定   １９名  昭和４９年 ４月２６日 

第 ４次認定   ５３名  昭和５１年 ４月２５日 

第 ５次認定   ３１名  昭和５４年 ４月２３日 

第 ６次認定    ９名  昭和５６年 ３月２７日 

第 ７次認定    ７名  昭和５８年 ５月１０日 

第 ８次認定   １２名  平成 ２年 ４月１８日 

第 ９次認定   １６名  平成 ９年 ６月 ６日 

第１０次認定   ２４名  平成１３年 ７月１２日 

第１１次認定   ３１名  平成１７年 ８月３０日 

第１２次認定   ３６名  平成２１年 ９月 ２日 

第１３次認定   ２６名  平成２４年１０月 ４日 

第１４次認定    ９名  平成２７年１０月 １日 

第１５次認定   ２６名  平成３０年 ９月２５日 

現保持者数   １９１名 

 
②今回追加認定後の保持者数 

２２３名（延べ４７８名） 
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４ 一中
いっちゅう

節
ぶし

（一中
いっちゅう

節
ぶし

保存会
ほぞんかい

会員） 

 

「一中
いっちゅう

節
ぶし

」は、平成５年４月１５日に重要無形文化財に指定され、その保持者として

一中
いっちゅう

節
ぶし

保存会
ほぞんかい

会員
かいいん

が総合的に認定され、現在９名の保持者がいる。これらの保持者に加

えて、２名を保持者の団体の構成員として「追加認定」するものである。 

 

（１）保持者の団体の構成員の追加認定 

今回認定しようとする２名は、一中節の技法を高度に体現し、重要無形文化財「一

中節」の保持者としてふさわしい者であるので、重要無形文化財「一中節」の保持者

の団体の構成員（一中節保存会会員）として追加認定するものである。 

 

（２）備考 

①追加認定の経過 

第 １次認定    ９名  平成 ５年 ４月１５日 

第 ２次認定    ６名  平成１１年 ６月２１日 

第 ３次認定    ２名  平成１４年 ７月 ８日 

第 ４次認定    １名  平成２４年１０月 ４日 

第 ５次認定    １名  令和 ３年１０月２８日 

現保持者数     ９名 

 
②今回追加認定後の保持者数 

１１名（延べ２１名） 
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５ 清元
きよもと

節
ぶし

（清元
きよもと

節
ぶし

保存会
ほぞんかい

会員
かいいん

） 

 

「清元
きよもと

節
ぶし

」は、平成２６年１０月２３日に重要無形文化財に指定され、その保持者と

して清元
きよもと

節
ぶし

保存会
ほぞんかい

会員
かいいん

が総合的に認定され、現在１９名の保持者がいる。これらの保持

者に加えて、３名を保持者の団体の構成員として「追加認定」するものである。 

 

（１）保持者の団体の構成員の追加認定 

今回認定しようとする３名は、清元節の技法を高度に体現し、重要無形文化財「清

元節」の保持者としてふさわしい者であるので、重要無形文化財「清元節」の保持者

の団体の構成員（清元節保存会会員）として追加認定するものである。 

 

（２）備考 

①追加認定の経過 

第 １次認定   ２０名  平成２６年１０月２３日 

第 ２次認定    ３名  平成２９年１０月 ２日 

第 ３次認定    １名  令和 ２年１０月 ９日 

現保持者数    １９名 

 
②今回追加認定後の保持者数 

２２名（延べ２７名） 
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６ 長唄
ながうた

（伝統
でんとう

長唄
ながうた

保存会
ほぞんかい

会員
かいいん

） 

 

「長唄
ながうた

」は、平成２９年１０月２日に重要無形文化財に指定され、その保持者として

伝統
でんとう

長唄
ながうた

保存会
ほぞんかい

会員
かいいん

が総合的に認定され、現在８９名の保持者がいる。これらの保持者

に加えて、３６名を保持者の団体の構成員として「追加認定」するものである。 

 

（１）保持者の団体の構成員の追加認定 

今回認定しようとする３６名は、長唄の技法を高度に体現し、重要無形文化財「長

唄」の保持者としてふさわしい者であるので、重要無形文化財「長唄」の保持者の団

体の構成員（伝統長唄保存会会員）として追加認定するものである。 

 

（２）備考 

①追加認定の経過 

第 １次認定   ６８名  平成２９年１０月 ２日 

第 ２次認定   ３１名  令和 ２年１０月 ９日 

現保持者数    ８９名 

 
②今回追加認定後の保持者数 

１２５名（延べ１３５名） 
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Ⅲ．参考 

 

１．重要無形文化財の指定及び保持者等の認定制度 

我が国の伝統的な芸能や工芸技術のうち、芸術上又は歴史上価値の高いものを重要無形

文化財として指定し、これらのわざの高度な体現者・体得者をその保持者又は保持団体と

して認定。 

（１）保持者 

①各個認定・・・重要無形文化財に指定されている芸能又は工芸技術を高度に体現・体

得している個人を認定。 

②総合認定・・・重要無形文化財に指定されている芸能を２人以上の者が一体となって

体現している場合に、これらの者が構成している団体の構成員を認定。 

（２）保持団体 

重要無形文化財に指定される工芸技術の性格上個人的特色が薄く、かつ、当該わざを

保持する者が多数いる場合には、これらの者が主たる構成員となっている団体を認定。 

 

２．指定・認定までの手続き 

毎年１回、重要無形文化財の保持者の死亡による認定の解除数、芸能及び工芸技術の分

野の実態等を踏まえて、有識者により構成する文化審議会の専門調査会における専門的な

調査検討を受けて、文化審議会の答申に基づき、文部科学大臣が保持者や保持団体の認定

を行っている。 
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３．「重要無形文化財」の指定件数と「保持者」及び「保持団体」の認定数 

（１）保持者（各個認定） 

①「重要無形文化財｣の指定件数と「保持者（各個認定）」の認定数 

 区分 現在 今回の指定・認定 指定・認定後 

芸
能
の
部 

指定件数 ３４ ３ ３７ 

保持者数 ４７ ８ ５５ 

工
芸
技
術
の
部 

指定件数 ３２ ２ ３４ 

保持者数 ５０ ４ ５４ 

合
計 

指定件数 ６６ ５ ７１ 

保持者数 ９７ １２ １０９ 

 

②「重要無形文化財保存特別助成金」の交付について 

重要無形文化財保持者（各個認定）には、技の錬磨向上及び伝承者養成のための経費

として、「重要無形文化財保存特別助成金」（１人年額２００万円）を交付している。 

 

（２）保持者（総合認定）及び保持団体 

①「重要無形文化財」の指定件数と「保持者の団体」数及び「保持団体」数 

 区分 現在 今回の指定・認定 指定・認定後 

芸
能
の
部 

指定件数 １４ １ １５ 

保持者の団体数 １４ １ １５ 

工
芸
技
術
の
部 

指定件数 １６ - １６ 

保持団体数 １６ - １６ 

 

②上記団体には、伝承者養成のための事業実施に必要な経費を補助している。 


